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ここに訳出し

版）〔

』（

展史」の研究の

〈訳

て掲載するのは，

）である。この翻訳は

最も基礎的な文献のひとつと

者はしがき

著の

〕の第１章『

，訳者がライフワークとして

して，明治維新以降のわが国

『 』（ 年１月

きた「陸上競技規則発

の「陸上競技史研究」

の先駆的役割を

頂き，早速作業

行）と『同第

てきたものであ

しかし，当時

が極めて分散し

た。

果してこられた故山本 夫

に入り『立命館大学人文科学

号』（ 年５月発行），『同第

る。

の訳者の問題意識の濃淡の関

て読みづらい物となってしま

教授（当時埼玉大学）から

研究所紀要・特集保健体育

号』（ 年７月発行）の３つ

係で，本文の通りに順を追っ

っていたために，この 数年

年６月にコピーさせて

（第 号）』（ 年６月発

の部分に分けて掲載し

て掲載せず，翻訳部分

間，随分気になってい

今般， 年間

分を精査して，

さて，この

な『

全 巻〕

として発刊され

改定して発刊され

年の初版

勤務した立命館大学経済学部

改めて原文通りにその翻訳を

『 』というスポーツ

のうちの１冊である。これ

たが， 年 月に『

ている）校正，増補されて再

本（『 』）

を定年退職するのに当たって

掲載したものである。

書は，（ ）

』〔『バドミントン・

は，はじめ 年４月に『

』の部分と分冊にされ（『

出版されたものである。

は， ５版のわずか 部の限

，改めて全文と注釈部

が編集した有名

スポーツ叢書』

』

』は 年２月に

定出版で，しかも「陸

上競技」の部分

独立した『

装いで刊行され

頁）である。

著者の

は， 頁のうち３ 頁と

』は， 頁から成り

たが， 年 月に再び改

卿は，

頁に記されているに

，その後， 年７月に章を

訂された。この 年版は，

を経て 大学を卒業

過ぎないものであった。

書き改められ，新たな

さらにその再版本（全

， 年には 歳の若
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さで法学院

著者と陸上

名な短距離

年 歳の

り，それぞれ

ら 年ま

の一つである

〔高等法院王座部〕の判事

競技とのかかわりは，

走者であったことから始って

とき， ヤードを 秒２で

「アマチュア選手権」を獲得

での 年間にわたって，「

に入会し
）
， 年から 歳

をつとめたほどの著名な裁判

大学在学当時から，ラグビ

いるようである。当時の「記

， 年には マイルを

している。また，著者はこ

（

になる 年まで

官
）
であった人である。

ー選手であると同時に有

録集」によれば，卿は，

秒８， 年には 秒２で走

の書を著した後， 年か

）」の会長を務めるな

ど，「近代オ

るきわめて重

貢献をした著

ところで，

問題関心にも

１つは，訳

料的にもき

リンピック大会」が復活され

要な時期に，その要職にあっ

名な人である。

本書のうち，第１章『イギリ

とづいて行なったものである

者自身の研究テーマである

わめて重要な内容が示されて

，軌道に乗るまでの近代陸上

て，イギリスのみならず世

ス陸上競技史』の部分を訳

。

「近代陸上競技規則発展史」

いること。第２は，たんに陸

競技が発展・充実してく

界の陸上競技界に数多くの

出したのは，訳者のつぎの

をまとめるにあたって，資

上競技にとどまらず，「近

代スポーツ」

く行われて

ョワジーやそ

則がつくられ

本来，訳者

距離，各種の

や根拠は何で

発祥の地といわれるイギリス

いた様々な「

の子弟および教師達によって

，発展していく過程が様々な

は，前記のテーマのなかでも

投てき競技で用いられるサー

あったのかを， 世紀中葉に

において，中世以降，王侯

」が，「産業革命」を経たのち

「近代スポーツ」として再

角度から明らかにされてい

，ハードル競走や障害物競

クルの大きさや投てき物の

イギリスを中心として設定

貴族，庶民，農民の間に広

， 世紀中葉に，ブルジ

構成され，組織化され，規

るからである。

走の高さやインターバルの

重量等を設定してきた規準

された陸上競技規則制定の

歴史のなか

「投てき」を

て，児童・生

味から，本章

さてこの有

書として収め

から明らかにしながら，今日

指導するにあたっての，高さ

徒・学生の発育・発達にあわ

は，様々な資料を訳者に提供

名な著書が，発刊当時からわ

られていながら，過去，幾人

の学校体育の教材としての

やインターバル，重さやサー

せたものを考える基礎をつ

してくれた。

が国にすでに輪入され，全

かの研究者の論文のなかに

「障害走（ハードル走）」や

クルの大きさなどについ

くろうとしてきた。その意

国のいくつかの図書館に蔵

一部引用され，その図版が

（ ）



紹介されている

作業に入り，発

この章に記述

立命館経済

のみで
）
，全文の翻訳が紹介さ

表したのであった。

されている内容のすべてを通

学（第 巻・第５号）

れてきていないことを知り，

読し， 世紀末に 大

約 数年前に，翻訳の

学を出たスポーツマン

であり，判事で

多くの文化史的

を行う人がその

頭の下る思いで

にしても，当時

ないかと想像さ

いずれにせよ

もあった 卿が，こ

・文学的作品に目を通してい

種目について自国の競技史を

ある。また，仮に，卿一人が

の卿の身の廻りには，おびた

せられる。

，これらの一文から，過去の

の様にイギリスの古典書から

たことは，全く驚くべきこと

ひもとき，明らかにしようと

これら，すべての資料の蒐集

だしい資料提供者や情報提供

数々の「作品」や「誌紙」に

通俗書に至るまで，数

であり，自ら陸上競技

努力した姿には，全く

をしたのではなかった

者が豊富にいたのでは

もとづくきわめて詳細

な記録を通して

ツの様子が十分

行動を示したの

「近代スポー

ツのあり方や将

らない。そうし

また当時，訳

助言を頂いたこ

，イギリスの中世・近世・近

読み取れるし，イギリス人達

かもよく理解できる。

ツ」の発展史の研究は今日，

来のスポーツのあり方を考え

た必要性に応える意味からも

出に際して，前・立命館大学

とを付記し，心からお礼申し

代を貫き「近代スポーツ」へ

が，「陸上競技」に対してど

様々な形で進められてきては

ていく上で，研究がさらに一

，本章の翻訳のもつ意味は大

文学部英米文学専攻の久津木

上げる次第である。

と発展してきたスポー

のような観方，考え方，

いるが，現代のスポー

層促進されなければな

きいと考える。

俊樹教授の御指導，御

１．人名・地名

り出来る限り

２．原文中の

〈訳

は『固有名詞英語発音辞典』

忠実にカタカナであらわした

は，紙誌・書名を『 』に

出上の凡例

（大塚・寿岳・菊野編 三省堂

。

，引用文は「 」になおした

）の発音記号によ

。

３．競技会・競

（ ）内に原

４．訳者による

５．距離・長さ

「メートル法

６．文中の区切

走・競技・試合等々，日本語

文を書き込んだ。

注は１），２）…で示して，

・重さ等，「ヤード・ポンド

」に換算して記入した。

りの良いところで訳者が見出

できわめて曖昧に使用されて

訳文後に「注」として示した

法」での記述の部分は，原

しを付けた。

いる語は一応訳出し，

。

文のほかに（ ）で

（ ）



〈はじめに

「かつて

……か
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，古代サビニ人は，かの生活

くて，勇敢なるエトルリアは

ギリス陸上競技史（岡尾）

をはぐくみたり。

，増大したり。

而して

走ることや

いたりするの

ランニング

う。そして

（ ）」が賛

，ローマは，世界の最も美し

跳ぶことが，若者にとって，

と同じ様に歴史をもたないの

の試合（ ）は途切れるこ

，すべての好戦的な国民の

美の的となっている。しか

き都となりたり
）
。」

あまりにも自然で，簡単な

だと，よくいわれる。人類

となく存在していたのだとい

間では，今も，身体の強さ

しながら，陸上競技の練習

ものだから，笑ったり，泣

が地球上に現われて以来，

っても間違いはないだろ

や速さや持久力の「わざ

（ ）が芸術

（ ）にまで

習について

史を書くこと

本気で，これ

な仕事をした

「競走（

が，いつでも

競走は，競争

に上り詰め，国民生活の特色

の興味深い歴史をもっている

は，それほど簡単な作業では

が企てられることがなかった

学者のシュトラッツ氏
）
は，つ

）の古さを強調する必要は

生じてくるのは，誰にでもよ

（ ）以外には，或は

にまでなったところでは，強

。イギリスにおける競技スポ

ない。というのは，私の知

からである。古物収集家に

ぎのようなことを読者に知

ない。何故なら，走るとい

くわかるだろうからである

，せいぜいのところ，わずか

さや速さの「わざ」の練

ーツ（ ）の歴

っている限りでは，今迄に，

とって，豊かな宝庫のよう

らせるだけで満足している。

う努力が必要とされる場合

。……おそらく，初期には，

な報酬を得ることを見込

む以外には何

この種の「

レースの公正

そうした歴

スポーツの形

われわれの

もう一人の

の刺激をももっていなかった

試合（ ）」は大衆の娯楽

さを決め，賞金を与えたりす

史を書くにあたっての先験

式を満足に説明することには

知っている限りにおいて，現

作家
）
は，ギリシャ競技につい

だろう。しかし，時が経つ

として制度化されていった…

るために，審判員が，決め

的（ ）な方法では，現在

ならないだろう。

代の読者にイギリスの競技

ての素晴しい論文を書いてい

につれて，報酬が拡大され，

…。グランドが整備され

られてきた。」

のイギリスにおける競技

の起源を説明しようとした

る。彼は，われわれに，

「ある点では

われわれにと

今回のわ

（

生活の主要な

このように

ギリス（

，われわれの立場は，ローマ

って，古来からあったもので

れわれの目的は，この章で

）が，われわれの国土に古来か

特徴にもなっていたことをで

して，競技スポーツは，栄枯

）」の生活の特徴と

人達の立場のようなものであ

はない。」ということをはっ

，歴史書が遡れる限り，

らあったものだけでなく，

きる限り示すことである。

盛衰の日々を繰り返しなが

なり続けてきているのである

る。競技というものは，

きりと述べている。

走・跳・投のある競技会

イギリスにおける町や村の

らも，いつでも「楽しいイ

。

〈中世にお

中世の民衆

うど，ローマ

く，後者には

に，おそらく

けるイギリス各地のスポーツ

スポーツの資料を貴族達のス

の歴史家が，古代のギリシャ

雄弁な年代記作家（

，一般民衆からもへンリー

の様子

ポーツと区別して十分に得

人は古代のローマ人と比べ

）がいなかっただけだとの

世
）
やその朝臣のような足の

ることは困難である。ちょ

て何らすぐれるものではな

意見を発表しているよう

速い走者が生れ出たのだろ

（ ）



うが，騎士道の

（ ）」につい

ったので，彼の

立命館経済

華やかな時代には，吟遊詩

てだけを年代記に残したにす

二人の侍従と共に弓やその

学（第 巻・第５号）

人たち（ ）が，上流

ぎなかった。この王は，「非

他の兵器（ ）を使わない

階級の人びとの「わざ

常に足の速い走者であ

で，広い猟園で野生の

牡鹿を捕えるの

ヘンリー 世

ことを，われわ

ン
）
は，へンリー

の割当てられた

いた」と書い

）のこと

であった。」

の時代よりはるか昔に，ロン

れは知っている。ロンドン生

世
）
の時代に関して，ロン

広場をもち，そこでとくに

ている。走ることについて

が知られていて，競走（

ドンの若者が彼等の夏と冬の

れのカンタベリー
）
の修道僧の

ドンの若者達は，シティー

「跳び，レスリングをし，石投

は何ら記載されていないが

）のことが知られ

スポーツをもっていた

フイッツ・スチーヴァ

（
）
）の近くに彼等

げをし，球技を行って

，跳躍の試合（

ていないなどというこ

とは，まず，わ

フィッツ・ス

滑り（

ケンズ
）
の描写と

士たちは，市民

れはもちろん，

おこなわれ，そ

ストラッツが

れわれには想像できないこと

チーヴァンは決して平凡なス

）」のことを描写した

同様に詳細にわたっている。

と同様に走り，跳び（ ）

主として軍事訓練として騎士

れが巧みなものは，貴婦人の

引用した物語，『白鳥の騎士

である。

ポーツの観察者ではなかった

ものは，ほとんど『ピックウ

しかしながら，騎士道が華や

，レスリングをすることを教

階級者（ ）にふ

微笑みと共に，最大の名誉を
）
』の中で，イディンと呼ぶ公

。それで彼が冬の「氷

ィック
）
』におけるディ

かな時代には，若い騎

えられた。しかし，こ

さわしく馬上において

獲得したものであった。

爵夫人は，自分の息子

達をあらゆる正

走り，「馬上で

頭に書かれた

「走るとい

まず，戦

何故なら

しい行い，徳，作法の中に育

の槍試合（
）
）」をし，レス

『騎士気質と戦い
）
』と題する詩

う運動も，いつも練習して役

いでは相手に襲いかかり，目

，よく走り，よく跳ぶものは

てあげ，成人して力強い年頃

リングをすることを教えられ

につぎのような言葉が記され

に立つ，

前の敵を追い越すのにも役立

，

になったとき，彼等は

た。」また， 世紀の初

ている。

つのだ。

敵を従え

なお，ストラ

の力を試すた

（

ロンドンの市

国王たちによっ

，味方の安全を保つことがで

ッツの引用した他の物語『三

めに，王は，馬上槍試合を

）では，彼に勝るものは

民が熱中していた「競走」

て好まれている訳ではなかっ
）

きるから。……」

人の王の息子達
）
』に，ある騎

催したが，競走，ポーム

いなかった。」と述べている。

や「重量投（ ）」

た。それは，王たちは弓術が

士のことについて「彼

（ ），射撃や鉄棒投

は，必ずしもイギリス

廃れるのを恐れたから

であった。そし

止にはならなか

与えられたよう

おも一般民衆の

の国王たちより

として「銭投

て，エドワード 世は，とく

ったが，この法令は，これを

に思われる。というのは，騎

行うものだったからである。

も自分の娯楽を選ぶことに関

げ（ ）」〔あるいは

に法令によって「重量投」を

守ることよりも，むしろ違反

士道が衰退していく時代に

たしかにヘンリー 世
）
は，あ

してすぐれていた。エドワー

これは今日，「ピッチ・ア

禁止した。しかし，廃

することの方に名誉が

なって，「鉄棒投」はな

る意味では，それまで

ド 世
）
が愛好する娯楽

ンド・トス」（

（ ）
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）として

のある国王
）
は

投，ダンス

知られているものであるが〕

，若い頃には「鉄棒投」によ

，馬上の槍試合（ ），跳躍

を見出していたのに対して，

くふけっていた。即位後も

（ ）や競走が含まれて

この何度も結婚したこと

，王の日常娯楽の中に重量

いた。王の示すこの例は

当然最も説

「棒投げ（

（ ）

しかしなが

わなくなり

の子弟たち

と忠告した。

得力のある結果をもっていた

）」を含むすべて

だといっているのも，何も驚

ら，つぎの時代になって徒歩

はじめた。へンリー 世の秘

に，スポーツを一生懸命行い

しかし，この忠告は疑いも

が，当時の作家〔ウィルソ

の馬上や徒歩での活動的な

くべきことではない。

によっておこなう運動につ

書官（ ）であったリチ

，「研究や学問は，身分の低い

なく，彼の読者の多くの人々

ン〕が，跳躍，「競走」や

スポーツが流行の娯楽

いて，上流階級が考慮を払

ャード・ペイスは，貴族

者の子弟に任すように」

に守られはしたが，「新し

い学問」は，

ろ軽蔑するよ

練習（

していた。

サー・ウィ

次第に上流階級の心をとらえ

うになり始めた。それでもな

）と同じ位置付け

リアム・フォレスト
）
は『王侯

，教養を積んだ人の心は，

お，へンリー 世の治世下

でベデストリアンについても

の稽古の詩
）
』の中で

荒々しい肉体の訓練をむし

には，紳士たちは，乗馬の

いつも好意をもって記述

（ ）



王子たるも

「馬に乗り

石や鉄棒

立命館経済

の，

，走り，跳び，

あるいは重錘などを力いっぱ

学（第 巻・第５号）

い，投げることに，

ある程度

そうした

といっている。

その頃の著名

その書から無断

わした。

精進すべきだ。

って，王子や国王の品位をお

な騎士（ ）トーマス・

で借用した程の，紳士のた

とすことにはならない。」

エリオット卿
）
は，その後に出

めの教育の手引書である『統

た数多くの作家たちが

治者（為政者）論
）
』を著

色々な意味で

（ ）」に強

彼は「思慮分別

導し，テニスや

の著書の第 章

健康だけでなく

徒歩でいくこ

（ ）を挙げ

時代の先覚者であったエリ

く反対し，競技（ ）

のある教師（ ）は，自

射撃をおこなわせる（

で，彼は，『紳士に必要な様

修養のためにも必要」等々と

と（ ），鉛製の重

たり投げたりすること，テニ

オット卿は，男児に対する

と学問との適当な組合せに賛

分にとっても生徒にとっても

）ことができ

々な運動の形式
）
』について

か「室内あるいは物蔭でおこ

量物をもっておこなう運動

スや種々のそれに類似した運

不必要な「鞭打ちの刑

成の意見を述べている。

非常に簡単に生徒を指

る」と述べている。彼

「ある運動（ ）は

なわれる運動，例えば

，重い石または鉄の棒

動に関しては，今回は

省略する」と述

究することを奨

競走や跳躍に

のとして非難す

あり，また立派

な運動選手が失

した，というよ

べ，彼の読者にこの問題に

めている。

関することについては特別で

る人がいることを知っていた

なソラス（ ）である。」

恋の悩みを感じた時はいつも

うな意味での慰めの意味を指

ついてはガレン（
）
）の

あって，トーマス卿はこれら

ことは明らかである。彼は

〔ソラスとは，娯楽の意味だ

，ウサ晴らしのために徒歩

すものではないと考える。〕

『健康衛生の注意
）
』を研

のスポーツを低級なも

「走ることは良い運動で

ろう。現代のある有名

旅行（ ）を

彼は，特定の事例（

有名な走者であ

毎朝食前に走っ

「走ることは必

隊長の一人が，

す〕と述べた。

（ ）を非

）を引用して，アキ

ったこと，エパミノンダス

たり跳んだりしたことを示し

ず立派な運動（ ）とし

自分の名をそれによって名付

この論文の中で，彼は古典

難する「新しい学問」の学者

レス（
）
）やアレキサン

（
）
）が健康と娯楽

て，走ることを弁護した。彼

なければならない。ローマ人

けたことでもわかる。」〔パピ

や古典的な様式を研究する

たちの理論に答えているよう

ダー（
）
）らが

（ ）のために

はさらに言葉を続けて，

の中で最も身分の高い

リウス・クルソスを指

一方で，非礼にも競技

に見受けられる。彼等

がそのようなこ

ー・アスカム

跳躍や輪投げ

る。

しかしながら

いて，意見は二

とを行ったということは，他

（
）
）は彼の偉大な

（ ）は，学者にとってあ

， 世紀において競走，跳

分されていたけれども，一般

の根拠からしても疑いのない

著書である『弓術論（

まりにも下品なものである

躍や鉄棒投（ ）が上

の民衆はこれによってほとん

ところである。ロジャ
）
）』の中で，「競走，

。」とはっきり述べてい

品なものかどうかにつ

ど影響されないで，以

（ ）
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前と同様に自

が刊行されて

のルーディ

都合をきた

ス・オン・

スあるいはそ

分たちの娯楽を続けていた

からわずか数年後，われわれ

ーでおこなわれていたフット

してしまったので，これを競

ザ・ロディッヒの市長の立会

れ以上の値打の」フットボー

ことは，疑いのない事実であ

は，ハーリアンの写本
）
の一

ボールの大試合（

走（ ）に変えることと

の下に」反物業者（

ル用の球を贈呈する代わり

る。『統治者（為政者）論』

つから，いつもチェスター

）がとても不

決められ，靴屋が「クロ

）に「３シリング４ペン

に「参加したすべての人々

の承認を得て

て与える同価

の習慣の珍

「チェスター

たのである。

シエクスピ

ようである

，そのボールは前述したルー

格の銀の槍（ ）６本と

らしい点描である。年中行事

の選手権における競走（

ア
）
は疑いもなく，身分の高

。彼自身のあらゆる種類の

ディーのその競技日の最も

交換された」ことを知ること

の「靴屋対反物業者」のフッ

）

い人と民衆の両方の競走（

経験が彼の作品の中に再現さ

優秀なランナーに報賞とし

ができる。これは 世紀

トボールの試合に代って

」が開催されることになっ

）を何度か見た

れ「内々の試合（

）」と

リー 世
）
』の

その太っち

れるだろうよ

『へンリー

「競走選手

しかし，

「公開の競技会（

第１部第２幕第４場でフォー

ょの騎士は「きっと，俺は，

。」といっている。

世
）
』の第３部第３幕にも，

みたいにへとへとに疲れてし

われわれは，シエクスピアか

）」が，ともに彼によっ

ルスターフ
）
がポインズ

）
に競

お前と同じ位速く走れるか

「競走（ ）」の引喩が

まった。しばらく横になって

らほぼ１世紀前に一般民衆

て記述されている。『ヘン

走をしようと申し出ている。

ら， ポンドはせしめら

ある。

，休むことにしよう。」

が競技スポーツ（

）を愛

ストラッツ

ている。

羊飼は，

「俺らに

好していた証拠があるので，

は， 年にはじめて発行さ

だって，強く投げたり，石投

なお，これからの期待がある

れたバークレイ
）
の『牧歌

）
』

げ器で投げたりできるさ。

。

から，つぎの数行を引用し

（ ）



走ること

羊飼仲間

愉快な時

立命館経済

も，組打ちしたり，棒投げだ

の中で，俺ら程遠くまでまさ

は，うまく跳んだり，はねた

学（第 巻・第５号）

って上手にできる，

かりの柄を投げるものはいな

りできるさ，

いさ。

大人にな

といっている。

ラッセル
）
の

わりをもってい

でてくるような

ョン・デュリー

ったら王子様か王様に仕える

『ギルドファツドの歴史
）
』の中

る。 年に街の近くの畑の

「土地の草分け（

クという人が，自分はその土

身なんだぞ。」

にある非常に珍しい話は，

所有権を決定する訴訟事件で

）」として異彩

地を 年も前から，丁度フリ

世紀のスポーツにかか

，こうした裁判によく

を放っている紳士のジ

ー・スクールの学生が

「そこで走り，

〈 世紀のス

しかし， 世

ランデル・ホウ

である。おそら

てよりもスポー

クリケットをやった」時から

ポーツの様子

紀の大衆スポーツの最も素晴

ムとかホウムズとかいう男の

くランカシャーの人々のこと

ツマンとしてよりすぐれてい

知っているといった。

らしい描写は，北国の陽気な

弟の作品からしばしば引用さ

を綴ったものだろうが，それ

たと思われる。

吟遊詩人の一人である

れているところのもの

によると彼は詩人とし

彼は

「大ハンマ

溝や生垣

クリケッ

棒投げや

すること

すごろく

ーを投げ，（ ），

を跳び越え，組打ちし，

トをしたり（

鉄砲打ちをし，丸太遊び（

で，また，走り廻ってフット

遊び（ ）や鋸で節切

），走り

）や九柱戯（ ）や

ボールを一生懸命やることで

りし

十柱戯（ ）を

草刈りし

目隠し物

酒を半ビ

いすや矢

モリスダ

話せる限

貨幣ころ

（ ）

あて（ ）や蛙跳びや

ンも飲み，一罐も片附けてし

立てでチェスをし

ンスを踊り，鬼ゴツコをやり

りのあらゆる冒険をやってみ

がしをし，銭投げ（

カゴメカゴメ（

まい

，考え，

ることで

）をし，

）をやることで，

「ビリを鬼

クリスマ

女の子を

雄鶏撃ち

何でも点

で

が捕える（

スのかがり火を跳び越えるこ

ねかるみから引っぱり出すこ

だろうと，スツール・ボウル

をかせいで相手を打負かし，

）」遊びでが

とや

とで

だろうと何だろうと，

相手がやめてくれというまで

んばることで

厳しく迫いかけること

（ ）



私に挑

といっている
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戦することのできるものは果

。
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しているだろうか
）
」

上述の競

なお，違っ

は，一人が腰

の初歩の形式

ち，一ヵ所は

って， 世

（ ）が

技（ ）を説明するのには

た名称でよく知られているも

掛（ ）を守り，もう一人

のものである。しかしながら

おそらく，「ストウ・ボール

紀においては，フットボー

一般的なものであったことは

，長い論文が必要なのだろう

のである。「スツール・ボー

の人がそれにボールを投げつ

，上記の二ヵ所に出てくる

（ ）」またはゴルフの

ルやその他の数多くの世の

明らかである。われわれの目

が，これらの多くは今も

ル」（ ）というの

けるといったクリケット

「スツール・ボール」のう

まちがいだろう。したが

中に知れ渡っている娯楽

的とするものからすれば，

前述の詩は競

変有効なもの

），３行

「重量投（

の生徒達に

）」と

何人かの男の

走り出す。

技スポーツがさまざまな形式

である。１行目にハンマー

目に競走，そして４行目には

）」

よっておこなわれたと信じ

いう非常にめずらしい形式の

子が組になって一人が目標を

最後になったものがその時の

で組織立てられはじめられ

投，２行目には巾跳と高跳（

先端部に鎖をつけておこなう

のことが述べられている。

られている「〔ビリを鬼が

「短距離競走（ ）

いって急に走り出すと残り

取決めによって罰金を払う

たことを示すものとして大

ハンマー投とは区別した

行目には，ローマの学校

捕える〕（

」の描写がなされている。

のものがその目標目指して

かやめさせられる（

）。これ

スプリンター

「スタートの

こうしたこ

た，同時代の

である。野

（ ）

は，スピードやスタート時に

が，一人が好きなときにスタ

出し抜き（

とから，一般大衆がエリザベ

上流階級の人々はそれらにほ

外劇（ ），仮装行列（

であったし，熊攻め（

おける敏捷性を調べるのに最

ートし，もう一人の人がこ

）」というのによく似

ス時代にいつもの競技スポ

とんどかかわっていなかっ

），仮面劇（

）や牛攻め（

も良いテストで，今日の

れにできるだけ続いていく

ている。

ーツをもっていたこと，ま

たことは，きわめて明らか

）はエリザベス朝の娯楽

）や公開劇（

）

ロバート

やニコル
）
の

の競技（

れわれが見て

での様々な

（ ）に

も同様であった。

・レインハム
）
のケニルウオア

『エリザベス女王の行幸
）
』の物

）に関する引喩は

いくように，流行は再び変転

形式の競技スポーツの普遍的

関してはげしい反対者であっ

ス
）
のお祭り騒ぎの長い物語

語のどこにも，われわれの

見当らない。次の時代になっ

した。しかし，不思議なこ

な人気についてのわれわれ

た「清教徒（ ）」の作者

（ ）

知る限りのペデストリアン

て，間もなくこのあとわ

とに，身分の低い階級の間

の知識は，こうした娯楽

から最も多く集められる

ことである

に反対したほ

というのは

（ ）は

る場所は「

（ ）が

。しかし，「清教徒」は最初，

ど，スポーツそれ自体に反対

，非常にはっきりしている。

普段日曜日や「教会の祭礼（

教会の庭（ ）」であ

より大がかりに，騒々しくと

スポーツを練習している「

していたのではなかった。

競走，跳躍，フットボールな

）」の時におこな

った。田舎の「市（ ）」

りおこなわれた。「市」の方

こと（ ）」そのもの

そういう「こと」があった

どそれらによく似た娯楽

われ，それがおこなわれ

の最後の数日には祭典

がより重要なので，まず

（ ）



こちらに注目す

よっておこなわ

ハリスン
）
の『英

立命館経済

ることにする。エリザベス時

れていた。馬，牛や季節のあ

国風物誌
）
』には，重要な「市

学（第 巻・第５号）

代においては，地方の商業活

らゆる必需品が市に持ち出さ

」の一覧表が載せられ，

動の大部分は「市」に

れた。当時発刊された

から 種のこれらの集

りのことが書か

物の売買とス

終った後か，そ

ことではない。

まれているだろ

ある。こうした

こなわれていた

れている。

ポーツを結合させるイギリス

れ以前にさえも「競技会（

だから，「清教徒」の作者に

うが〕その催しが終るときに

「市」は，その催しがおこな

のであるが，その「市」のス

人特有の能力を知っているこ

）」が始まる

いわせれば〔おそらく，これ

は，酔っぱらいとドンチャン

われていた限り，疑いもなく

ポーツの性質については，あ

とからすると，売買が

ということは驚くべき

はいくらかの真実が含

騒ぎの酒宴になるので

これと同様の形式でお

とでさらに述ベなけれ

ばならないが，

しかしながら，

をとった。ジョ

て，つぎのよう

これらの糞堆や

などはいなくな

ラ流に削除（

また，もう一

競走，跳躍や重量投はいつも

「清教徒たち」は，これらす

ン・ノースブルック
）
はすでに

な丁寧な言葉で祭典のことを

汚物が除去されるのなら，こ

るであろう」［罵言は次第に
）
）されるだろうと述

人の清教徒作家で『悪弊の

プログラムの中にある種目で

べてのスポーツを完全に禁止

年に書物をあらわし，政

引用している。即ち「もしも

れほどまで多くの怠けものの

強い調子で書かれているが，

べている。］

分析
）
』の著者であるスタブ

あったと考えられる。

するための最良の方策

府に市の監督を要求し

国民の福祉の上から，

遊び人，悪漢，冒涜者

これらの抜萃はバウド

ス
）
も同様に強い言葉で

「市」に反対を

し（ ）や

し「市」が「糞

および普段の日

キングなもので

と名付けたキル

バーナビー・グ

表明している。彼の一般的な

そうしたたわいないこと」と

堆」であったのなら，教会

曜日のスポーツの練習は，宗

あった。 年に彼等の一

ヒマイヤー
）
という外国人の作

ージュ（
）
）は日

スポーツに対する態度は，彼

いっている事実から推測でき

の献堂記念日の「前夜祭（

教改革者たち（ ）に

人が，ラテン語ではナオゲオ

品を英訳してエリザベス女王

曜日の人々について，つぎの

が「テニスや球ころが

るだろう。しかし，も

）」，または「祭典」

とってはもっとショッ

ルギュス（ ）

に献上した。翻訳者の

ようにいっている。

「食事が終

彼等は，

手足で軽

また，鉄

一日中レ

フェンシ

り，おいしさを満喫し，満腹

石投げをしたり，走りに，射

いボールを風に向って高くほ

砲で自分の技を試すものあり

スリングをしているものあり

ング道場へいって，試合を見

すると

撃に

うり投げたりする。

，

物に行くものもある。」

また同じ時代

いと主張してい

彼が礼拝を２ヵ

れは競技スポー

い。スポーツ史

に，トーマス・カートライト

る。「牧師は〔礼拝を〕出来

所受持っているか，午後か

ツを禁止しようとする「清教

の中で清教徒の功績が正しく

）
は，議会への忠告のなかで，

るだけ早口に唱えて済ませて

ら試合（ ）があるからで

徒」の勢力について，もうこ

受入れられるようになるだろ

牧師も信者もともに悪

しまう。というのは，

ある。」しかし，われわ

れ以上述べる必要はな

うなどとは，ほとんど

（ ）



望まれない

におけるス

倒れたとき，
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からである。疑いもなく，「清

ポーツの練習を力ずくで禁止

リドリー
）
の言葉を借りてい
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教徒たち」はまさに一時期ス

することに成功した。しかし

うならば，「ピューリタン政府

ポーツに反対し，日曜日

，「ピューリタン政府」が

」の崩壊は，いまだにイ

ギリスにおい

〈 世紀の

しかしなが

流階級の人も

した。 年

覧表を挙げ

て消されたことのないような

スポーツの様子

ら，スチュアート朝の最初

一般庶民階級の人々も共に

に『完全なる紳士
）
』を著わし

ている。もちろん，最初に出

スポーツ熱に「火を点じた

の二代の王
）
の下では，「清教徒

「競技スポーツ」に対しては

たピーチャム
）
は，紳士とし

てくるのは乗馬である。「国王

」ものであったといえる。

派」に帰依しなかった上

，衰えをみせない活気を示

て練習すべきスポーツの一

たちは，いつも乗馬がお

好きだった」

スリングは

隊達にふさ

外にはレスリ

たことはな

考えられる。

２本の大き

るが，その成

ので，乗馬は「偉大でしかも

もう少し身分の低い階級の人

わしい」ものであり，「私は，

ングによって賞讃された王侯

い。」と続けて述べている。こ

「その記録は誰れもが近づき

い大理石の柱が建てられた。」

績が大理石の柱に記録されて

高貴な」スポーツとされた

のおこなうスポーツで，「貴族

エバミノンダスとトルコの最

や将軍があったことを読ん

の偉人は，ハンマー投におい

えない程のものだったので，

今日の「記録突破者」はよく

いることはない。何故なら

のである。ハンマー投とレ

用としてよりも野営の兵

後の皇帝のアクマット以

だことも，聞いたこともし

て「記録」をつくったと

コンスタンチノーブルに

メダルを受取ることがあ

，恐らくその記録突破者が

皇帝ではない

讃するのに

（ ）」

ダスやアレキ

らの練習は

所や短所がど

ところが大き

からであろう。しかし，ピー

際して，彼は前述したトーマ

している。アキレスやアレ

サンダーが朝食前に跳躍をや

「推せんに価すべきもの」とし

んなものであったとしても，

かったということについては

チャムは競走のことを高く

ス・エリオット卿の本から恥

キサンダーが走者だったから

ったから跳躍はよいといっ

て，自分の意見を発表して

スポーツマンたちがスチュ

，疑う余地のないところで

評価していたが，それを賞

かしげもなく「無断盗用

競走はよい，エバミノン

ている。しかし，彼はこれ

いる。スチュアート朝の長

アート朝の２人の王に負う

ある。ジェームズ 世
）
は，

彼自身は競

ン・ドロン
）
』

項中，予は身

予は国王にと

はそれが弱ま

きるようにす

いのは，とい

技者でなく，また，フットボ

からのつぎの抜萃には興味

体の運動（

って，己の生涯の才能を働か

り鈍くなるからである。しか

るとともに，安逸の心を退け

っても適度におこなうのであ

ールには反対したとはいって

がある。「そしてすべての合法

）が若い王子にとって最も

せることが最も必要である

し，身体の運動は確かに身

るために推奨すべきである

って，本職にするのではな

も，彼の著書『バジリコ

的かつ便宜的な不必要事

推薦すべきものと考える。

ことは認める。安逸の結果

体を旅行に耐えることがで

。」「予がおまえにしてほし

いが〔おそらく，王子はア

マチュアで

グ，フェンシ

その他の公平

ピーチヤム

は一言もこれ

思われる。

あって，「プロ」であってはな

ング，ダンスや球技（

で快適な屋外競技（

も国王も，ともにハンマー投

に触れなかった。それは，流

らないとの意味と思われるが

）やテニス，弓

）である。」

を軽視したらしい。前者は

行がへンリー 世の時代以

〕競走，跳躍，レスリン

術，ペルメル（ ）

これを嫌いだといい，後者

降，変化したからだろうと

（ ）



気まぐれなジ

が，競技の巧み

ないところであ

立命館経済

ェームズ 世が走ったり，跳

な人がこの王室の中では尊敬

る。 年に発刊されたアー

学（第 巻・第５号）

んだりしたことは，まず想像

されたということについては

サー・ウイルスン
）
のジェーム

されないことではある

，ほとんど疑う余地の

ズ 世の伝記の中に，

王にお気に入り

いなければ，彼

際，彼は，これ

（

この公爵の名声

他方冗談でなく

徒」の反対にも

のバッキンガム公爵
）
のことが

よりも速く走る人やよく跳

ほど短期間に，かつてどんな

）から公爵に跳び上った（

を「 」のようだといっ

本当のことだったかも知れ

かかわらず，当時は，王室

記してあり，そこで「彼より

ぶ人もいない。」といい，この

イギリス人もやったことのな

昇進した）」と記録している

ているし
）
，このことは一つの

ない。しかしながら，さらに

だけでなく大衆も競技大会（

もダンスのうまい人も

皮肉屋の編史家は「実

かったほど高く一市民

。また他の編史家は，

冗談かも知れないが，

興味あることは，「清教

）を続け
）

ていたというこ

ぎのようなこと

であるだけでな

は大衆の合法下

べてのスポーツ

あるいは各種

（ ）などを堕

あるものについ

とである。 年に発刊され

が記してある。前述の引用

く，場面もはっきりしている

におこなわれている「娯楽

や「大衆の娯楽（

のゴールや賞品（ ）を目

落した怠け者のやることと

ては，いくつかの地方（

た『ジェームズ王・チャール

の中にみられるように言葉づ

ことである。この年代記の編

（ ）」や休日に異議を

）」，跳躍，ダンス，競走な

的とする技能（ ），メ

して，これに反対した。こう

）がすぐれていた。それで

ズ王年代記』には，つ

かい（ ）が正確

者は「宗教改革者たち

申し立て，ついにはす

ど罪のない無害の競技

イ・ポールや教会の宴

した娯楽（ ）の

，道筋の人々を楽しま

せるために，王

見た大衆は，国

と請願した。」

の発行となり，

れた。当時，こ

の治世の８年目

加えた非難の主

室がスコットランドへの行幸

王に対して，自分たち自身も

この「請願」の結果は，ジェ

これによって大衆は日曜日に

の「布告（ ）」はほとん

に再び布告したときには，

要な原因となった。その後間

の道すがら賭を催した。その

同様に楽しむことができるよ

ームズ 世の 年における

礼拝を終えてから特定のスポ

ど何ら反対も生じなかったが

それは，「清教徒派（

もなく，「清教徒たち」がよ

機会を利用してこれを

うに「許可してほしい

有名な『スポーツの本
）
』

ーツをすることが許さ

，チャールズ 世が彼

）」が国王に対して

り強力になったことは，

よく知られて
）
）」が国

あれ程の「技術

については，疑

闘家（ ）

な罪悪的スポー

「王制復古（

いることである。しかし，わ

民の競技スポーツによって

と持久力（

い以上のもっと強いものをも

」や「ペデストリアン」の見

ツにつながりをもっていたと
）
）」時代のスポーツ

）

れわれは，「クロムウエル

育てあげられたものであり，

）」とを示すことができなか

っている。実際，丸く刈った

かけ上の目印である事実から

いうことは，非常に疑わしい

を話題にする前に，われわれ

の鉄騎兵団（

もしそうでないのなら，

っただろうということ

頭が今日において「挙

考えて，彼等がその様

。

は『憂鬱の分析
）
』の書

を著わしたバー

ない訳にはいか

された時は彼の

もし「風評（

オックスフオー

べることがなか

トンによる 世紀初頭の「

ない。バートンの書は，

死後 年経っており，しかも

）」が本当なら，彼はその

ドのフォリー・ロックの船頭

ったそうである。そして，こ

大衆スポーツ（

年までは発刊されなかった。

彼は死ぬ前の約 年をその作

有名な作品の著作中に自分自

の下品な言葉に聴きいる時以

の妙薬は彼の悲しみをしばら

）」の記述に注意を払わ

しかし，その著が発刊

品の編さんに費した。

身が大変憂鬱になって，

外には，微笑みさえ浮

くの間，取り除くのに

（ ）



絶対に有効

ポーツ（

彼は紳士

第１章 イ

であったといわれている。し

）」を非常に鋭く観

階級と大衆の両方の「娯楽

ギリス陸上競技史（岡尾）

かしながら，彼のこの気質（

察する上で何ら障害とはなら

（ ）」をはっきりと指

）は，「田舎のス

なかった。

摘している。「周回乗馬

（ ），ボ

（ ），鉄棒

競技（

（ ），

である。大

（ ）や馬上

しみ（

ーリング，射撃，九柱戯の

投（ ），ハーリ

），水泳，ごみ遊び（

やりまと競走（

きい馬に乗ること，馬を走ら

試合（ ），競馬や野

）であり，それ自身はよいも

標あて遊び（

ング，レスリング，跳躍，競

），撃剣（ ）

）等々は，田舎の人々

せて吊した環をとる競技（

雁狩（ ）はよ

のである。けれども，この

），トロンクス，環投げ

走，フェンシング，集合

，フットボール，風船遊び

共通の娯楽（ ）

），馬上槍試合

り上流階級の人びとの楽

ために数多くの紳士が自分

の運を乗り

（

るものだとい

ポーツの普遍

この「競技

った 年の

のなら，「ピ

がら，このす

外したのである。」彼は続け

），祭礼（ ），祭り（

っている。こうした引用は，

的な流行の様子を確実に示す

の祭典（ ）」は，

『ジェントルマンズ・マガジ

ューリタン政府」の時代にな

べての資料があまりにも「お

て，これらの田舎の娯楽（

）や献堂記念日の前夜察（

すでに述べてきたものとと

ものである。

もしも，当時の記録が信用を

ン』誌
）
の中にあるつぎのよ

ってからでも実施されていた

粗末（ ）」なので，も

）は，五月祭大会

）のときにおこなわれ

もに， 世紀初期の競技ス

なくしてしまう契機とな

うな一片の情報を信頼する

と考えられる。しかしな

っと他の理由で，歴史的な

出来事の中

〔『週間情報
）
』

らロンドン

）はあま

彼は努力して

ほしいと願

られているの

にその位置を見出す値打もな

の 号は〕「クロイドンのあ

までの マイル（ ）

りにも安定していたので，彼

事をなし就げたとは思わず，

っていた。」と述べている。今

は，１時間 分 秒
）
である。

くなっていると聞かされても

る牛肉屋」が 年 月１

を少くとも１時間 分で走り

はまるで冥想にふけっている

むしろレースとしてよりも

日シンダー製の道路での マ

，何ら驚くことはない。

日にセント・アルバンスか

，最後の４マイル（

かのようだった。また，

レクリエーションと考えて

イルの最高記録として知

〈「王制復

「王制復古

競技への熱狂

ているよう

（ ）」

引きつけもし

古」以後のスポーツの様子

」とともに，「王制復古」へと

を大爆発させた。メイ・ポー

に，フットボールもまた，

の「試合（ ）」をおこ

た。実際，チャールズ 世
）
の

連がっていったところのピ

ルが
）
再び建てられただけで

街路や野原にもち出されて

なおうとの決定もしばしば行

治世時代から現在まで，完

ユーリタニズムへの反感が，

なく，どんな生徒でも知っ

きた。「ペデストリアン

われたし，人々の人気を

全で，連続的な「ベデスト

リアニズム」

びとが，ス

（ ）も

ーケット・ヒ

ことができる

二人は，公

の歴史が，得られることがで

ポーツを再び行うことができ

競走をした。『ロイヤル・プロ

ースにおける王の面前で，２

。「午後３時頃，それぞれが

平なスタートを切った。（この

きるようになったといって

るようになって，大変ホット

テスタント』の第２篇の中

人の足の悪い人同志の間で

木の脚をつけた二人の足の悪

事実は，ペデストリアンの間で

もほとんど間違いない。人

したので，足の悪い人々

で，われわれは，ニューマ

の競走があったことを知る

い人の間で競走があった。

も歴史に残すだけの値打があ

（ ）



ると，当時でさ

れは，見物人の

ードの差で勝っ

立命館経済

え思われていたものである。）そ

間で賞讃と笑いをまき起した

た。」しかしながら，これよ

学（第 巻・第５号）

して，２人は，素晴らしい勢

。しかし，２人のうちの背の

りも，もっと興味深い「試合

いで進んでいった。そ

高い方の人が２ ３ヤ

（ ）」がたくさん

あった。ピープ

日のところに

ハイド・パーク

ン（ ）で

年７月

うのこの町の人

有名なランナー

ス
）
は，これらのことについて

，つぎのように記入してい

へいくと，アイルランド人と

あったクリューとの間の素晴

日のところには，競走につい

々の話題は，バンステッド・

のタイル職人との間で行われ

，度々言及している。この日

る。「馬車に乗って，ムーア氏

，かつて，私の主人のクレイ

らしい競走（ ）を見

てのもっと意味深いもう一

ダウンズでのリッチモンド公

る大きな競走以外の何もなか

記作家は， 年８月

とグリードと一緒に，

プールス卿のフットマ

た。」

つの記入がある。「きょ

のフットマンのリーと，

った。王やヨーク公，

それにすべての

らずリーは，タ

ョナルのスポー

勝つことよりも

え方を押え付け

しかしながら

「アマチュア（

ン（私の主人の

人々には，ほとんどタイル職

イル職人に勝った。」そうし

ツマン達の悪だくみのことを

負けることの方が「金儲け」

ることはできなかっただろう

，当時，「プロの選手達（

）達」もまた，大変活

オルモンドの息子）の二人の貴

人の方に，３対１か４対１で

た「賭金を失った」ことを聞

知れば，そして，この場合に

になるのだということを知っ

。

）」だけが，走るのに

躍していた。私の主人のキャ

族が，へンリー 世の功績
）
に

賭けていたにもかかわ

いたり，プロフェッシ

は，このタイル職人が，

ていたら，誰もその考

忙しかったのではなく，

ッスルハーベンとアラ

競争を挑んだ。そして，

「彼等２人は，

金を目的とし

（ ）好きの

いつも，棒高跳

ぶことの好きな

いて，同じよう

走っていって，セント・ジェ

たものであり，王の面前でお

貴族ではなかった。ピープ

や走巾跳，山登りなどをやっ

伊達男である。」マコーレー

な描写をしている。「彼は，

ームズ・パークで太った雄鹿

こなわれた。しかしながら

スは，他に，モンマス公
）
につ

ている。私が，今迄に知って
）
は，彼の『歴史

）
』の第２章の

レスリングをしたり，６尺棒

を殺した。」これは，賭

，この２人だけが競技

いて語っている。「彼は，

いる中で最も陽気で跳

中で，モンマス公につ

（
）
）を使っ

（ ）



たりなど，い

て走って，競

私は，当時

第１章 イ

つでも田園のスポーツにも参

走に勝ったりした。」

には，立派な公爵を負かす

ギリス陸上競技史（岡尾）

加していたし，短靴をはい

のは「行儀がよくない（

た人に，自分は長靴をはい

）」ことだったと

考えたいと

をしてきてい

で，宮廷人た

て，この年

宮廷人たちの

重さによって

多くの読者

思う。何故なら，「大長靴（

る人に勝てるなどというのは

ちが王とテニスをしていたの

老いた日記作家
）
は，チャール

行為もまた「ひどいもの（

ハンディキャップをつけると

諸君は，やせた作家と太った

）」をはいた人が，「名

，信じられないからである

だということをピープスの

ズが
）
，有名な選手（ ）で

）」であったと云ってい

いう雑なやり方は，長い間

出版屋がパンチ酒一杯を賭

選手」にふさわしい服装

。われわれは，こんな方法

日記から知っている。そし

なかっただけではなく，

る。このような，長靴の

，一般的であったらしい。

けて「ハンフリー・クリン

カー」で行な

手から乗馬

隙に，無一文

て，もうこれ

った。

確かに，こ

般的な数の

ていた当時の

った競走を想い出されるだ

用の長靴を借りた。そして接

の作家は，長靴を足に履いた

以上何も見られなかった。モ

の時代には，「プロのペデス

増加は，「ペデストリアン」や

上流社会の紳士（

ろう。前者は，「ハンディキャ

戦の末，その出版屋が（ハダ

まま，破れたボロ靴を置き

ンマス公は，とも角も，こ

トリアン（

「ランニング・フットマン

）達の一般的な習慣によって

ップ」として，自分の相

シで走って）「息切れした」

忘れて，逃げ去った。そし

んな悲劇をあえて犯さなか

）」としての一

（ ）」を雇っ

促された。紳士達は，都会

と田舎に家

ニング・フッ

人よりも，一

賭けが大

紳士たちによ

の「フットマ

た。とに角，

を同時に持つ様になり始め，

トマン」は，家族用の大型馬

日のうちに，長い距離行動で

好きだった時代において，試

っておこなわれていたようだ

ン」は，そうした目的のため

強いランナーは，「フットマ

当時のひどい道路を旅するよ

車よりも早く旅することが

きた。

合（ ）が，紳士お抱えの

ったということは，別に驚

に雇われた専門家としての

ン」としての場所を簡単に見

うになった時には，「ラン

出来たし，馬に乗っている

「フットマン」同志で，

くべきことではない。当時

「ペデストリアン」であっ

付けるだろうし，徒歩で

郵便物を届

ットマン」の

しておいた

割を終りにし

ストリアン」

たことを暗示

有名な「

ける仕事とか，家族馬車の前

ためにおこなうような試合に

ようであった。 世紀の終り

始め，鉄道網の充実がその没

からは，もともと，彼の祖先

するようなものは，わずかし

」氏について語られてい

を走って旅の手筈を整える仕

間に合うように「フットマ

になって良い道路が，「ランニ

落を完成していった。一般

が，素晴しい「ペデストリ

か残っていない。

る面白い話が，次のことを示

事によって，主人は，「フ

ン」を，元気一杯の状態に

ング・フットマン」の役

的に云って，現在の「ペデ

アン」としての業績をあげ

している。強いランナー

は，自分の走

てきた。「

いた。欠員を

めのいつも

なかった。

職希望者が非

る力が，ある金持ちの家族に

」氏は，いつも，ある種

埋めるすべての就職希望者

の棒（ ）を持たされ，家の

あるひどく暑い日，「 」

常にうまく走ったので，貴族

どうすれば就職するのに役

の競争試験の形式で，自分の

は皆，「フットマン」の服を着

前を走って，「その走りっぷ

氏は，バルコニーでゆったり

は，彼をながめる楽しみの

立てられるのかを自覚させ

「フットマン」を雇って

せられて，手紙を運ぶた

り」を示さなければなら

休んでいた。すると，就

ために暑さの中で彼を走ら

（ ）



せ続けた。つい

う。」「わかった

たこの男は，（

立命館経済

に，貴族は，バルコニーか

」とその男は云った。この時

金のレースのユニフォームを指さ

学（第 巻・第５号）

ら，希望者に叫んだ。「お前

すでに，このような主人には

して）「これらの物も，私の

は，私の役に立つだろ

仕えないと決心してい

役に立つだろう。」とい

って，すぐに，

ーであった。

このことから

るもの，仕えて

いた事を見出す

彼等のうちの

ることができる

これらのものを身に着けたま

も，われわれは，「ランニン

いないものもいたが，「プロ

のである。

最も有名な者同志の最も有

。一方では，更に頻繁に「ア

ま走り去った。彼は，追跡を

グ・フットマン」が誕生して

のランナー（

名な試合（ ）の話は，そ

マチュア」たちのことを聞い

免れる程優秀なランナ

以来，主人に仕えてい

）」たちが切れ目なく

の当時の記録から集め

ている。それは，賭を

してタイム・

）」した紳

イ伯爵の息子の

を，１時間以内

込みがある。そ

は，綱引きで荷

ーシット・ガー

ングでそのこと

レースをおこなったり，自

士のことを聞いている。『ラ

ペリイグリン・バーチ氏が，

に 周走った」らしい。同じ

れによると，ケント州の強い

馬車を引っぱり込み，

デンの劇場で演技をした。そ

から考えられることは，可成

分に賭けて「お互いに競走し

ッテル・ペーパー
）
』によれば

賭けをして，セント・ジェー

記録の 年のところには，

男のウィリアム・ジョイスの

の重さ
）
を持ち挙げる（ ）こ

の入場料は，ボックス席 シ

りの金額を集めたり手に入れ

たり（

， 年に，「故リンジ

ムズ・パークの木蔭道

いくつかの面白い書き

ことが載っている。彼

とができた。彼は，ド

リング，立見席５シリ

たりした筈である。も

う一つ，注目す

言した（

としての「新記

〈 世紀のス

年にオッ

の「ペデストリ

べき書き込みがある。それは

）」ことで９ポンド４シリン

録」であると考えられる。

ポーツの様子

クスフォードの在学生であっ

アン」の間で行われた競走の

，ある「スポーツ・マン」が

グの罰金を払わされた。これ

たエラスマス・フィリップス

，最も生き生きとした描写が

５時間以内に「事前宣

は「事前宣言」の方法

卿の日記の中に，二人

ある。彼等は，もちろ

ん「ランニング

た）抜萃には，

いう店で食事を

馬で乗り出した

トン氏の）との

の周回コースを

ヴと彼は，その

・フットマン」であった。

つぎのようなことが述べられ

した。（２シリング６ペンスで

。そこで，グローヴ（ウォー

間の競走を見た。私と同名人

分で走り，そのレースに勝

賭金目指してスタートしたの

（『ノーツ・アンド・クエリーズ
）
』

ている。「ウッドストックヘ

あった。）夕方になって，ウッ

トン公のランニングフットマン

〔 フィリップスのこと〕が

って，彼の主人のために

であった。この際には，もの

について通信員から集め

馬で行った。ベアーと

ドストック・パークに

）とフィリップ（ディス

４マイル（ ）

ポンドを得た。グロー

すごい人だかりがあっ

た。」勿論，こ

が，４マイル完

る。いずれにし

うことは，人び

しかし，「ペ

に，ここでは，

こで述べられているタイムは

全になかったのか，あるいは

ても，ウッドストックのよう

とがレースに示した興味を証

デストリアン主義」のスポー

一寸脇道にそれて，国民が田

，とんでもないものである。

，計算上間違った状態で記載

な，「ひどく遠い」ところに

明するものとして注目すべき

ツやその代表的人物の歴史的

舎の「縁日やお祭り（

というのは，その距離

されたのだと考えられ

人びとが集まったとい

ことである。

な描写に取りかかる前

）」で，今なお，

（ ）



走ること，跳

一般に，日曜

その「前夜祭

第１章 イ

ぶこと，投げることに耽っ

日の「競技会（

（
）
）」におけるス

ギリス陸上競技史（岡尾）

ている様子を示すのがよいと

）」を止めさせることにして

ポーツは，それらの祭りがあ

思う。「清教徒」たちは，

いた。しかし，お祭りと

るのと同じ位の長期間続

いていた。一

る年中行事と

の時代にまで

の田舎のス

年に出版

した「競技

年に

方，その多くは，実際，どん

しての競技会によって，とっ

，昔の田舎のスポーツが衰え

ポーツは，街でも田舎でも，

した『ロンドン調査
）
』の中で

（ ）」は「現在まで」続

ストウの調査とは別に，本を

な田舎の町においてでも，

て代られるまで，何らかの

のない力をもっておこなわ

「反逆の時代（
）
）」を生

，フィッツ・スチーファン

いてきていると述べている。

出版したストライプ
）
は，彼の

今もなお変らずに続いてい

形で残っていた。バートン
）

れていたのを見てきた。そ

き伸びてさた。ストウ
）
が

の引用に続いて，彼が指摘

時代に「ロンドンの貧民

（ ）

一方，後の作

跳躍（

『スペクテー

な話を載せ

ーツであると

西部の田舎

祝日の前夜

」たちがやったことの一つと

家のマイトランド
）
は，また，

）の試合（ ）が，下層

ター』紙
）
の中の一つの論文が

ている。それは 世紀の初頭

考えられていた。『スペクテ

の通信員から聞いたものであ

祭（ ）は，イギ

して「棒投げ（

年に出版した『ロンド

階級の楽しみの中に含まれて

，ストライプやマイトランド

迄は，「競技娯楽（

ーター』の第２巻 号の中

るとして，一つの文章を書い

リスのほとんどの国教会へ

）」のことを指摘している。

ンの歴史』の中で，競走や

いることを述べている。

等々と同様に，同じよう

）」が下層階級のスポ

にアディソン
）
は，イギリス

ている。「田舎の献堂記念

の奉納（

）とい

いたことがわ

べての人は，

て，いくつか

あるところ

トボールの試

合（

う形で行なわれている。」実

かっている。彼は，「草地が

自分の得意とする競技（

のグループに分かれていた。

では，「棍棒競技者（

合（ ）」，又他方では，

）」の勝者への賞品は帽子

際には，アディソンは，バー

多くの老若男女でおおわれて

）によって自分の存在を

」

）」の「競技場（ ）」

「ボクシングの競技場（ ）」

であった。「それは，いつでも

スで見た祭りのことを描

いた」と述べている。「す

あらわそうと，晴れ着を着

があり，他方では，「フッ

があった。これらの「試

，それを手に入れた人に

よって，家

と名誉あるも

それ相応の

多くの帽子を

その遊び（

ているのかと

をするのを見

の最も目立つところに掲げら

のとしてみなされていた。」

「わけ」があったようだった

持っていたので，その客間は

）に加わっていたらし

ひとに問われていうのには

ているのだ。」ということで

れた。そして，いつも紋章

「威張った振りをしている」

。というのは，「彼とその祖先

，雑貨屋のようであった」

い。というのは，農場主（

「恋人のベティー・ウェルチ

あった。そのような「競走

（ ）よりももっ

若者は，そうすることに，

が，自分の客間に非常に

からである。若い娘もまた，

）の息子が，何を眺め

が，棒投げ（ ）

（ ）」もまた，

前夜祭には普

注釈からも

に入れそうで

も手に入れ

っているよ

ためのいつ

通のことであったというよう

，明らかである。彼は，「競走

あることについて，「足の速

るのが速いのも，ごくありふ

うに，仕事衣や女性用のシャ

もの賞品であり，帽子が男性

なことが，その手紙につい

（ ）」に勝つ娘は，

い娘っ子は，仕事衣（

れたことである。」といってい

ツがこれら「田舎のスポーツ

のための賞品であった。しか

ての『スペクテーター』の

普通，同時に恋人をも手

）をもらうと同時に，夫を

る。また，他の著者が云

（ ）」の女性の

し，その当時には，「賞品

（ ）



目あて」にやっ

それは，ちょう

ないのと同様で

立命館経済

てくる男女といっても，その

ど，現在，銀やメッキ製のト

ある。

学（第 巻・第５号）

賞品をお金に換えようとの誘

ロフィーを手に入れようとす

惑は持っていなかった。

る人が，そう思ってい

しかしながら

とくに，注目す

２つの重要な年

ド・ヒル」のこ

ア」についてで

きている。ウー

の間これらの楽

，バースは，西部イギリスに

べき主要な場所ではなかった

中行事のことを書いている。

とでありもう１つは，コーン

ある。最初のところについ

スターの田舎の荘園穀物置場

しみ（ ）の主催者であ

おける「陸上競技大会（

が，ストラッツは， 年に

その１つは，グロースターシ

ウォールの，ボドミンの近く

て，シュトラッツは，「とても

の代理人であったロバート・

った。それらは，強さと行動

）」にとって，

，西部の田舎について，

ャーの「コッツウォル

の「ホルカバー・ムー

多くの群衆が，いつも

ドーバーは， 年間も

力のさまざまなわざを

伴うレスリン

）から成り

ドーバー大尉

国王が，以前に

采に威厳を伴っ

続けて，「自分

めて確立された

る。」と述べて

グ・棍棒競技，巾跳，棒投げ

立っていた。

は，ジェームズ 世
）
から，

着ていたその衣裳を身につけ

て，その祭典（ ）

は，コッツウォルドの試合

というのではない。田舎で

いる。それから，ストラッツ

，鎚投げ（

これらの競技（ ）を行な

て，しかも，それは，国王よ

に現われたのであった。」と述

（ ）が，ドーバー大尉によ

は，もっと意味深い起源をも

は，同じような性格の試合

），槍投げ（

う許可を受けていて，

りも，もっと表情や風

べている。彼はまた，

って，発見され，はじ

っているように思われ

（ ）が，ポドミン

の近くでも行な

て，示している

の道すがら，こ

したお祭り（

述べている。

祭やその前夜

けられているか

われていたことを， 年に

。ヒースは，「ここで行われ

こに立ち寄ったとき非常に好

）を行う習慣は，サクソ

祭と競技スポーツ（

どうかという疑問などは全く

出版したコーンウォールとヒ

たスポーツや娯楽は，チャー

まれたので王は，陽気な仲間

ン時代（５ ６世紀）にまで

）との結びつきの関係が

ない。実際には，旅行や商売

ースの記述から引用し

ルズ 世
）
がシシリーへ

の一員となった。こう

遡るといわれる。」とも

，今日まで，うまく続

のための施設が改良さ

れるに従って，

）」が消

おける「ペデ

の「田舎のスポ

用した論文は，

詳細な話を載せ

祭りは重要性を失っていき，

え去るとともに，その栄光も

ストリアン主義」の成長と繁

）」が田舎を覆い尽くして，

ーツ（ ）」は，存

世紀初期のバースにおいて

ている。それらの性格は，疑

同時に，これらの人気のある

また，それらとともに消えて

栄に並行して，ついに最近

その年中行事を改革し回復す

在しつづけたのであった。『ス

おこなわれたその年中行事の

いもなく，その数や重要性の

「陸上競技会（

いった。しかし都市に

の「大競技運動（

るに至るまで，これら

ペクテーター』から引

集りについての非常に

上から減少していった

けれどもそれが

〈 世紀初頭

ホーン
）
の『エ

手紙として，

れたと述べてい

本質的には変らなかったのも

のスポーツの様子

ブリデー・ブック
）
』の第１巻

世紀の終り頃，ピカデリー

る。住宅が，ずっと以前にす

事実である。

のところでは，「古物収集家

の近くの野原で，大きな「５

でにメイフェアーの野原を被

のカーター氏」からの

月祭」（ ）が行わ

い尽してしまって，今

（ ）



日では，上

ていた名残り

手品師の見せ

第１章 イ

流階級のいる地域（

を示すための名前〔メイフェ

物，ボクサーの小屋，他方で

ギリス陸上競技史（岡尾）

）となり，むかし庶民

アーという〕だけが今もな

は，棍棒競技の小屋，それ

のスポーツがおこなわれ

お残っている。そこでは，

に火喰いのリング等々があ

った。目撃者

ッコ，下着

た。」と述べ

（ ）につい

競技（

った。競走

も愉快なも

であるカーター氏は，「屋外

を賞品にした競走（ ）

ている。ホーンの本の中に，

ての同じ様な話を載せている

）の中には，「帽子，ハンカ

（ ）がいくつか終り，賞品

のへと向っていった。それは

でのスポーツは，ロバの競走

など，他のよく似たいろいろ

もう一人の通信員が，北部地

。ダンスが終ると，スポーツ

チ，女性用シャツを賞品とし

が渡されると，人々は楽しい

即ち，夕方のダンスと酒であ

，帽子を賭けてのニラメ

な娯楽（ ）があっ

方のアビングハムの祭り

が，村長の前で始った。

た競走（ ）があ

催しの中でも最後で，最

る。最後には，“その夜は

全く上気嫌

ーフォードの

この「祭

「トム・ブラ

年には，

仕事着

ベーコ

嗅ぎタ

で”」立ち去って行くのであっ

お祭り騒ぎ（ ）」につい

り（ ）」での主な「楽し

ウン
）
」という人が，そのこ

この祭り（ ）には，つ

を賭けての女の子の競走（

ンを賭けての，ぬるぬるした

バコを賭けての老婦人の紅茶

た。さらに同じ本の中に，ウ

ての詳しい記述が載っている

み（ ）」は，もちろ

とをうまく書いている。しか

ぎのようなプログラムが含ま

）

棒登り

飲み

ィルトシャーの「ハンガ

。

ん，棍棒競技であったと

しながら，そのほかに，

れていた。

馬の首

紅茶１

豚のシ

チーズ

ロバの

その年の始

年５月 日の

輪から顔を出してのニラメッ

ポンドを賭けての，老婦人同

ッポに石鹸をぬってのつかま

を賭けて，袋に飛び込む競技

競走（ ）

めには，「ペハードのお祭り

『リーディング・マーキュリ

コ

志の競走（ ）

えっこ

騒ぎ」と呼ばれているもう一

ー紙』に，スポーツの広告

つの祭りがあった。

が載っていて，棍棒競技で，

頭を割った人

約束している

『エブリデ

年のとこ

滅しかかっ

（

しかし，そ

に， ペンスを，自分の頭

。

ー・ブック』の中の最も面白

ろでこの作者は，「北部の最

ているのを残念に思っている

）では，今もなお，年々お

の作者は，（われわれは，ペデ

を割られた人には，１シリン

い通信の一つは，北部につい

も大きな町ではほとんど，献

。もっとも，北部・中部の

こなわれてはいるが……。」

ストリアン主義の偉大な故郷で

グ（ ペンス）を渡すと，

て述べているものである。

堂記念祝日の前夜祭は消

ほとんどすべての教区村

と述べている。

あるところには，期待をして

いるのだが）

ている。「リ

の熱狂は，

〔女性の〕や

おそらく，

の組合（

シェフィールドにおいては，

トル・シェフィールドとブロ

ロバの競走，帽子を賭けての

ニラメッコの試合（ ）に

競技者（ ）に対するホ

）」についてのところ

いまもなお，その「前夜祭」

ードレーンにおいて，年中

競走（ ）〔男性の〕，

よって高められる。」とも述

ーンの最も面白い抜き書きは

であろう。それは，疑いもな

が続けられているといっ

行事のお祭り（ ）へ

シミーズを賭けての競走

べている。

，ノホークの「ネクトン

く，最初のイギリスのア

（ ）



スレチック・

（ ）」

心した。彼は，

立命館経済

クラブであったと考える。

は，地方の「前夜祭」を，

いろいろな余興のための露店

学（第 巻・第５号）

年，ノホークにおけるネ

定期的な陸上競技会（

やスタンドあるいは屋台を許

クトンの「石工組合長

）とする様に決

さなかった。行事は，

「ギルドの親方

そのあとで，

レスリン

競走（

二輪馬車

袋に飛び

〔目隠し

」が先頭に立つ行進によって

スポーツが始った。それは，

グ

）

競走（ ）

込む競技

しての〕手押車のレース

始められ，メイ・ポールのま

つぎのようなものであった。

わりに輪をつくった。

糸巻競争

口笛競争

ニラメッ

巾跳の試

賞金の授与式

ルドの他の役

（ ）は，

その歴史の痕跡

（ ）

コ競争

合（ ）

のあと，その性質については

員によって，厳しい秩序と

年から始ったのだが，

は，もはや見出すことはで

述べられていないが，ダンス

礼儀正しさが保たれていた

年でもなお，行なわれてい

きない。ネクトン・ギルドの

が始まり，小役人やギ

。この年中行事の試合

た。しかし，今日では，

試合（ ）には，

「多くの立派な

ようであった。

ネクトンの石

「競技の名誉の

これらの「前

ルファストの

（

上流の人々」が出席した。そ

工組合長は，たしかに，自

殿堂（

夜祭」は，イングランドだけ

イースター集会についても

）のひとつとして存在して

れは，広く認められているも

分のギルドの協会（

）」の中に一つの場所を与え

に局限されているものではな

述べている。〔それは，今

いるものであるが〕そこで

のとして存在している

）をつくったことで，

られるのに値する。

い。ホーンはまた，ベ

日，特別な陸上競技会

の「競走や跳躍の試合

（

フェリーには，

は，「キス・ゲ

でも独身者でも

けであるとの非

り前のこととし

らの習慣の起源

）」は，当時の主な

もう一つの試合（ ）

ーム」（ ）によって

，お構いなく，女性にキス

難がかからないように，「キ

てやる」のだということが

についての伝説は，何も語っ

プログラムであり，カントリ

がある。そこでの，これらの

，バラエティーがつけられ

をした。」しかしながら，男た

スすることは，もちろん，恥

考えられなければならなかっ

てくれてはいない。」とまじ

ー・ダウンのポーター

楽しみ（ ）に

ている。「男達は既婚者

ちに対しては，ぶしつ

かし気もなく……，当

た。その著者は，「これ

めに論評している。

しかしながら

（

紀の間に，次第

組織的なルール

てはいるものの

しかしながら

，われわれは，「祭り（

）」について，十分な

に少なくなっていった。しか

のもとでおこなわれる「正規

，そのいくつかが，今日まで

，私は， 年現在，ある小

）」や，そこで行なわれる「

ことを述べてきている。それ

し，その陸上競技の試合の大

の陸上競技会（

生き残ってきていることもま

さなコーニッシュの町でその

田舎の陸上競技の試合

らは疑いもなく， 世

部分は，現在の近代的，

）」にとって替えられ

た事実である。

「前夜祭」を目撃した

（ ）



ことがある

（

輪車レース

第１章 イ

。そこでは，「回転木馬（

）」があった。それらの種

〔目隠ししての〕・袋競走（

ギリス陸上競技史（岡尾）

）」等々のほかに，

目（ ）には，競走（

）やぬるぬるした棒登

夕方には，「陸上競技会

）・跳躍（ ）・一

りなどがあり，賞品は，帽

子か衣類（

中行事の試

た。

それは，町

はない。とい

「お祭り（

これまでの

），または，食べたり，

合（ ）が，「誰も

がそこにつくられたのと同じ

うのは，すべての「前夜祭」

）」であったからである。

ところ，われわれは，現在に

飲んだりする性質のものであ

が想い出せないほど，古いも

位古いものであるというこ

は，もともと，教会がそこ

至るまでの，田舎のスポー

った。この調査から，年

の」であることがわかっ

とについて，ほとんど疑い

におかれたことについての，

ツの歴史を辿ってきている。

というのは，

生き生きとさ

チック・ク

き，一つの中

われわれは

は， 世紀と

義（

て，丁度，プ

これらの試合（ ）が，

せ続けていることは，疑いの

ラブの核として役立ったし，

心を創り上げるのに役立った

，また，ある点においては，

世紀の初頭を通じて，田

）」との二つ

ロ・ボクシング〔懸賞つきの

イギリス全土を通して，「競

ないことであるからである

現代の競技スポーツ（

。

事柄を先取りせざるを得な

舎の「前夜祭」と，「プロ選手

の潮流があったからである。

ボクシング試合〕が，そう

技精神（ ）」を，

。その一つ一つは，アスレ

）の復活が訪れたと

かったのである。というの

によるペデストリアン主

後者は，時を経るにつれ

なったのと同じように，正

当な，スポー

われわれは

あるのだと

ズ 世のこ

）」の

らない。

『バージニ

ツの一分野として位置づけら

，「王制復古」以来，「プロ選

いうことを，すでに見てきた

と〕の時代や 世紀におい

ために，アマチュアの間には

アン
）
』の中で，自分が描いて

れはじめたのである。

手によるペデストリアン主

。しかし，「愉快な大王（

て，ともに，「あらゆる種

試合（ ）がなくなってし

いた時代をよく知っていると

義」にも，連続した歴史が

）」〔 チャール

類の賭事（

まったのだと考えてはな

同時に，競技を目的とす

る人間の肉

）の試

ている。

そのヴァー

フィート

けに勝った。

大佐）がいた

体の能力ついてかなりの理解

合をしたハリー・ワリントン

ジニア人〔ワリントンのこ

６インチ〔 〕を跳

そして，ハリーは，更に１

ことを知っていると，ヴァー

をもっていたサッカレー
）
は，

と，マーチ・ラグレン卿の試

と〕は， フィート３インチ

ぶことのできたその貴族〔ラ

フィート余計に跳ぶことので

ジニアへ宛てた手紙の中に書

賭けをして巾跳（

合（ ）について語っ

〔 〕を跳んで，

グレン卿〕を破って，賭

きる別の人（ ワシントン

きつづっている。

サッカレ

『夫婦
）
』とい

についての知

サッカレ

「わざ」を，

罪としか考え

ーの記述の正確さは， 世紀

う作品を書いたウィルキー・

識を敢えて持とうとしないで

ー以外の作家達は，時にはあ

偶然導入してくるだけの作家

ていないのだろう。

の他の作家たちよりもはるか

コリンズ
）
も，そのうちの一人

作品を書いている。

る妙な大失敗をしているけれ

たちにとっては，そのような

に正確であるといえる。

であるが，競技の「わざ」

ども，そのような競技の

間違いはおそらく，軽い

（ ）



『湖上の貴婦

量投（

立命館経済

人
）
』の（第５篇 連）の中で，

）」の奇妙な「わざ」を行

学（第 巻・第５号）

スコット
）
は，ダグラス〔登

わせている。

場人物の名前〕に，「重

「たくまし

巨大な棒

それぞれ

ダグラス

ちぎり根

いちばん

い郷士（ ）たちは

を，空中に投げるために腕を

が，最大の努力をしたあと

は，地中深く沈んだ岩を，

こそぎ，引きちぎり，高々と

遠いしるしよりも，１ルード

）

ふるった。

持ち上げてその破片を，空中
）
遠くまで……」

に投げた。

サッカレーが
）
〕が，「

離れたユーゴー

入口のところで

書いているが，

る。

『湖上の貴婦

ないようなわざ

『レベッカとロウィーナ』

鉄砲（ ）を，まるで葦

のバンヨン（

煙草を喫っていたが，鉄砲

これを書いているとき，スコ

人』（３篇 連）の中に，跳躍

についての内容が載っている

の作品の中で，「獅子心王（

草のように，投げた。鉄砲は

）の足の上に落ちた。バンヨ

が当って，数日後まで，まと

ットの作品を想い出していた

（ ）の方法について，

。それは

）」〔

， ヤード（ ）

ンは，自分のテントの

もに歩けなかった。」と

のではないかと思われ

もう一つの，考えられ

「舳先が，

まだ，３

血気盛ん

軽々と陸

「立巾跳」（

銀色の浜辺から

尋（ 約 ）も離れている

な使者は

地へと跳んだ。」

）で フィー

ときに

ト（ ）も跳ぶというのは，誰も破れそうにな

い一つの「記録

は， フィート

拡がっていきそ

『ジョフリー

（

自分の帽子を脱

した。そして，

」である。〔今日の陸上競技

インチ（ ）で

うなので，ここではもう一つ

・ハムリン
）
』の中で，ヘンリ

）」の副牧師（ ）が，

いで，婦人に挨拶をし，自分

見たところ少しも息切れし

大会（ ）で，知

ある。〕そのような誤まった

の例だけを，挙げておこうと

ー・キングスリー
）
は，「筋肉

４マイルを 分で走り，そし

のタイムを計るために自分の

ていなかったので，彼は，

られている最高の記録

リストは，どこまでも

思う。

たくましいキリスト教

て垣根の をとび越し，

ポケットから時計を出

「慈善競技会（

）」につ

は，驚くべきこ

競技の「わざ

立派な話も沢山

あり，アマチュ

てとんでもない

いての話しをはじめるのであ

とではない。彼はその名誉を

」についての成績を示す 世

ある。本物の競技成績の大部

ア達は，賭けの話の中に時々

賭けに登場するだけである。

る。この副牧師が，植民地の

受けるのに値したのである。

紀の歴史は，賭けについて，

分は，これらの「プロのペデ

登場してくるだけである。そ

教会の高僧になったの

おかしな話だけでなく，

ストリアン」のもので

して，それは，時とし

（ ）



ラッテル

ル（ 約

る。 年に

第１章 イ

の『日記
）
』には， 歳のある

）歩く競技をして，「時間内

は，『ジェントルマンズ・マ

ギリス陸上競技史（岡尾）

ドイツ人が「ハイド・パーク

に，１マイル超過して」達

ガジン』〔雑誌名〕に， 歳

」で，６日間に， マイ

成した，との話を載せてい

の老人が，クィーン・スク

ェアーのまわ

８年後に，

ない（ブロッ

賭けが，と

いった。ある

（

告されている

りの４マイル （

若い紳士が，乗馬靴と拍車を

クという名前の）ある年寄りの

んでもないものであればある

魚の行商人が，ハイド・パー

）を，頭の上に ポンド（

。

）を， 分で走ったと書い

つけたジョッキーを背負っ

太った人を相手に，競走（

程，大衆の間で引き起こさ

ク・コーナーから，ブレン

）の魚をのせて，賭けを

ている。

て，背中に誰も背負ってい

）を仕掛けた。

れる興奮は，より高まって

トフォードまでの７マイル

して 分間で走ったと報

もう一人の

時間に８マイ

もう一つ

との競走のこ

許されてい

ある。

男は，セント・ジャイルズの

ル（ ）も転がした

の変った「試合（ ）」は，

とである。前者は， ヤー

た。もっと驚くべきことは，

野原につくられた舞台のま

。

「竹馬に乗った人（ ）」

ド（ 約 ）の中で， ヤ

竹馬に乗った人が，この試合

わりを，馬車用の車輪を１

と，「徒歩の人（ ）」

ード前からのスタートを

（ ）に勝ったことで

（ ）



〈 世紀

実際に行われ

とができるだろ

立命館経済

の競走の様子

た，本当に興味深い試合（

う。そこでいわれているタイ

学（第 巻・第５号）

）の，いくつかの実例は

ムの多くは，本当に途方もな

，いくらでも挙げるこ

いものであり，先に述

べてきた，ウッ

えられているタ

ウインザーまで

コチェスターま

年には，

（ ）で，一

年には，

ドストック・パークでの４マ

イムと同じ位，途方もないも

を，１時間 分で走ったとい

での往復〔 マイル（

エイブランとテンプルという

方に ギニー（ シリン

もう一人の男が， ギニーの

イル・レース（ ）に

のである。あるイタリア人は

われている。他の人は，ビシ

）〕を 時間で歩いたので

二人の有名な「ペデストリア

グ ポンド）を賭けて走り，

賭金を目当てに，キングスラ

おいて，出されたと考

，ハイド・パークから，

ョップス・ゲートから，

ある！

ン」が，４マイル試合

前者が勝った。

ンド・ロードを通って，

７マイルの距離

これらの多く

距離のタイムレ

）を，

いて，一般の人

合（ ）の様

ある事務員は

た。この「賭け

を，１時間 分で歩いた。

の試合（ ）は〔これら

ースとして成り立っていた

時間 分で歩いた。強い人

々はほとんど少しのことしか

子からも明らかである。

，例えば，４マイルを， 分

（ ）」は， 年に行われ

は，最も人気のあった試合で

。 年には，ジョン・ヘイ

（ ）が，どの程度の

知らなかったことが，実際に

以内で歩くことによって，

，その４年後に，もう一人

あったが〕，持久力や長

グ氏は， マイル（

速さで歩けるのかにつ

行われていた多くの試

ギニーの賭金を獲得し

の人が，チャータハウ

ス・ウォールか

で走って，賭金

るヨークシャー

ネーベスマイヤ

「競技のコー

「試合（ ）

「ペデストリア

らショーデイッチ・チャー

を獲得したと聞いている。

の成績の話も聞いている。そ

ーで，２マイル（ ）

ス（ ）」，すなわち公

」の通常の「競技場所（

ン」は，ニューキャッスルの

チの門までの道路で，１マイ

年には，その所要時間につ

れは，「ペデストリアンの」

を９分 秒で走ったというこ

の道路は，この当時，本物の

）」であったらしい。 年

レースコースで， マイル

ル（ ）を４分間

いては正確だと思われ

ヨセフ・ヘッドレイが，

とである。

「ペデストリアン」の

には，ペンリスのある

（ ）を， 時間

で歩いた。

朝６時から夕方

のすぐ後で，ヨ

年には，ニ

の有名なペデス

分 秒のタイム

い成績なのだが

年には，もう一人の「ベデス

６時までの間，６日間たて続

ークと名のる人が，エッガ

ューゲート・マーケットから

トリアンと一緒に，シティ・

で走り，相手を打ち負かした

……。 年には，エバンス

トリアン」のウルフィットは

けに，１日 マイル（

ムのレースコースで，４マイ

きたウォールポールという肉

ロードを通って，１マイルを

。――もし，このタイムが本

と名のる「ペデストリアン」

，公の道路を通って，

）ずつを歩いた。そ

ルを 分半で走った。

屋が，ポウプという名

走った。その人は，４

当だとすると，素晴し

とタイム神父の２人が，

ニューマーケッ

した。エバンス

られていたから

エバンスは，

賭けてくれた人

同じ年，もう

トで試合をした。この試合

には， マイル（ ）

である。

この距離を， 分 秒で走っ

たちに， ポンドかその

一人の，ワイルドという「ペ

（ ）に関して，ものすごく

を，１時間以内で，帰ってく

たと信じられている。そうす

程度の金を儲けさせたのであ

デストリアン」は，ナッツフ

大きな興奮をまきおこ

るということが，賭け

ることによって，彼に

った。

ァッドのレース・コー

（ ）



スで，４マイ

次の年，注

う男が，ヘ

第１章 イ

ルを 分 秒で走った。

目すべき持久力の「わざ」が

リファッドとラドロウの道路

ギリス陸上競技史（岡尾）

見かけられた。それは，あ

で，２マイルの丘を，毎日３

る労働者のサヴァガーとい

度も越えて，６日間で，

マイル

ギニーの金

ちが，何年か

ニーもの利益

年には

ー卿，グロブ

走をした（

（ ）も歩き続けた。こ

額であった。だから，彼は，

前に，彼等の「規則のはっ

を，手に入れた時代に生きて

，ある貴族のアマチュアが，

ナー大尉やラム伯爵らが，

）。見物人は，多かっ

の「わざ」のために契約され

おそらく，ロウアルやその

きりしない」長距離の試合（

いたかったと思ったことだ

道路に出ているのを聞いて

総賭金 ギニーでケンジンタ

たようである。そして，接戦

た報酬のすべては，合計

他の「ペデストリアン」た

）によって，何千ギ

ろう。

いる。パジット卿，バリモ

ン・ガーデンを横切る競

の末，パジット卿がラム

伯爵を破った

モウ・ゴード

賭けを引き受

は彼自身，真

や水兵の未亡

大佐は，タイ

時間以内で，

その当時

。グロブナー大尉は，３位で

ン伯大佐が，アクスブリッ

けたとき，どうも，彼の友だ

のアマチュアであった。とい

人や子ども達の救済の基金に

バーンからアーリンまで，当

簡単に歩いた。

，「ペデストリアン」の「わざ

あった。 年には，もう

ヂの道路で，５マイル（

ちに，金を儲けさせたよう

うのは，もしも彼が賭けに

捧げるという約束をしてい

然，出来そうなことであっ

」について掻立てられた最

１人のアマチュアの，コズ

）を１時間で歩くという

である。しかしながら，彼

勝てば，その賭金を，兵隊

たからである。この立派な

たけれども，５マイルを１

大の興味は，「長距離競走

（

ろ，持久力が

この方面に

大尉の出現

は，この世紀

年に，リ一ズ

マイルを１時

）」から起っていた。その「長

示されたのであった。

おける最も有名な「競技者

までは〕法学院（ ）の

の 年間，長距離走のチャン

の近くの，ホースファースで

間以内で通過し， マイルを

距離競走」においては，スピ

（ ）」は，〔ともかくも，

弁護士事務員のフォスター・

ピオンであったと，皆から

生れた。そして，彼が，バ

７時間で走る，といった最

ードや技術よりも，むし

バークレー・アラダイス

ポウエル氏であった。彼

いわれている。彼は，

ースヘの道路で，最初の

初の「わざ」を見せたのは，

歳を過ぎて

この後，

「わざ」を示

（

になってから

年に，

で，往復した

からであった。

彼は，外国へ出ていって，ス

した。そして，彼は，大さな

）を，５日と 時間で歩いて往

である。

彼は，ロンドンからカンタ

。何千人もの観客は，彼が道

イスとフランスで「ペデスト

賭金を求めて，ロンドンか

復するといった「わざ」を

ベリーまで，〔 マイル（

に出る（走る）のを眺め，彼

リアン」としての，彼の

らヨークまでの マイル

やってのけたのは， 年

）〕を， 時間以内

の帰還を喜んで迎えた。

年後に

）。スミ

ポウエルは，

５日と 時間

ド」を更新し

このような

は，彼は 歳で，カンタベリ

ス氏は，この年上の「ペデス

スミス氏を打ち破った。 歳

で走ったし，２年後には同じ

た。

偉大な選手が，ものすごい興

ーのスミス氏を相手に１マイ

トリアン」にとってはあま

の時，ポウエルは，ロンド

距離を５日と 時間 分で

味を掻き立てたことは，不

ル競走をした（

りにも速い人であったが，

ンとヨークの往復を，再び

走って自分自身の「レコー

思議なことではない。彼が

（ ）



記録した「わざ

が，〕それ自体

は，途方もない

立命館経済

」の数々は，〔その記録が，

で，一冊の本を一杯にするこ

ことであるが，人々が，彼を

学（第 巻・第５号）

本物であることには，疑う

とだろう。 年に百科辞典

一目見たいと希望したので，

余地がないようである

を編集した人は，「それ

彼は，小さな円をえが

いて，彼の足並

しかしながら

あとすぐに死ん

時の人々の話か

おそらく，フ

広めるのに大い

倣者を沢山引き

みを示すために 日間アスト

，彼は，ヨークへの最も厳し

でしまった。そして，彼はセ

ら想像すると，彼の体つきは

ォスター・ポウエルの業績が

に役立ったと思う。というの

出すのだということを，われ

リィの円形劇場と契約をした

い旅からくる影響によって回

ント・ポール寺院の庭の東隅

，中肉中背であったように思

スポーツとしての「ペデスト

は，一人の偉大な選手が，そ

われはいつも知っているから

。」と，書いている。

復することなく，この

に埋葬された。その当

われる。

リアン主義」の人気を

れほど優れていない模

である。

ポウエルの時

の衰えかけた人

その後者の

れていなかった

年に，アラ

書物『ペデスト

の物語。バーク

グ上の論文も，

代に，ペデストリアン主義が

気が，バークレー・アラダイ

「ペデストリアン」〔アラダイ

書物――ペデストリアン主

ダイス〔彼は，いつも，バー

リアニズム。別名，前世紀と

レー大尉の公式・非公式な

備えられてある
）
』を書き上げ

，再び「ブーム」になった。

スの業績によって，再び，復

スのこと〕の「わざ」は，実

義についての書物――を，生

クレーの名前で走っていた〕

今世紀の間の有名なペデスト

試合（ ）についての詳細

た。

そして，このスポーツ

活させられた。

際，それ以前には知ら

み出したのであった。

と同郷の人が，一つの

リアンの業績について

な物語と，トレーニン

年に，ウ

は前述してきた

トム氏は，ト

いて，彼を非難

ルと硫酸ソーダ

彼は，「患者

よって，いつも

ォルター・トム氏によって，

世紀の「わざ」の多くを，

レーニングについての助言に

することはできない。彼が推

ーであった。練習は，いつも

は，着物を着たまま歩き，羽

，からだをきれいにしておか

アバディーンで出版されたこ

引き出しているのである。

対して，当時の一般的な流行

せんした食事は，牛肉・羊肉

朝，歩いて汗をかくことであ

根ぶとんの間で，寝ることに

なければならない」と，述べ

の作品から，われわれ

に従ったが，それにつ

・古いパン・強いビー

った。

よって汗をかき，薬に

ている。魚・野菜・チ

ーズ・バター・

現代の陸上競

謝すべきであろ

トム氏は，元

ために，大尉よ

えたのである。

彼は，この序

卵は，絶対禁止されるべきだ

技者（ ）は，

う。

来，バークレー大尉のことを

りも，もっと有名な先輩たち

章を４項目に分けている。

し，時々，吐剤の使用が推め

違った方法でトレーニングを

述べようとしていたのである

についての，序章を追加した

られている。

受けていることに，感

が，陸上競技の名声の

方がよいだろうと，考

数日連続

一日の試

１時間か

数秒か，

このような大

しまうことにな

の試合（ ）

合

数時間で終るもので，よい呼

数分で終るもので，それは，

雑把な分け方をすれば，距離

ってしまうだけである。だが

吸法と速い敏捷性が求められ

すごい速さ（ ）が示

や時間に関するかなりの数の

，こうした欠点があるにもか

るもの

される

驚くべき話を一括して

かわらず，この書物は，

（ ）



本当に，興味

トム氏によ

れば，退屈に

第１章 イ

深いものがある。

って『スポーティング・マガ

なるだけである。その記録の

ギリス陸上競技史（岡尾）

ジン』に記録された，長距

中で最善のものは，フォス

離走の成績のリストを載せ

ター・ポウエルのものであ

った。しかし

校・地方の

が，他に仕事

もっと驚く

ンのレヴィ・

ンの紳士の

を「楽々と」

，それらの選手たちが，社会

紳士（ ）・農場

をもたない，「プロのペデス

べきいくつかの事実として，

ホワイトヘッドは，ブラー

（ ）ハズルダ

分で走ったということであ

のあらゆる階層の出身者で

経営者（ ）・労働者（

トリアン」であったことは，

つぎのようなものが挙げら

マン・ムーアで４マイル（

ン氏は，カンタベリーの道路

る。この後者の記録は，

あり，――即ち，軍隊の将

）・肉屋――その多く

注目に価するであろう。

れる。―一即ち，ブラーマ

）を 分で，ミルト

で マイル（ ）

年に出されたものであっ

た。 年２

で「二つのス

これらのタ

の書物
）
は，

人気があった

ンたち」は，

である。

マイル競走を

月ジャミン・ストリートの紳

タートをする」というやり方

イムについては，疑いをもっ

年に彼の書物が出版され

ことを，生き生きと描写して

マイル（ ）や マ

年には，バレットとウィルク

して，前者が 分で勝った。

士のウォーリス氏は，それ

で，２マイル（ ）を

て見なければならないのは

る以前の 年間にも，競技ス

いる。ハウ，スミス，グレ

イル（ ）競走（

マンの二人のベデストリア

年には，ウォーリン中

ぞれのスタートを１分間隔

９分で走った。

当然のことであるが，トム

ポーツ（ ）の

イの３人の「ペデストリア

）を頻繁にやったよう

ンがカーザル・ムーアで

尉と芸術家のビンダル氏が

アクスブリッ

た。タイムは

標タイムに挑

った。当時の

は，ヨークシ

ンを 分 秒

アン」のア

ヂの道路で７マイル（

分であった。 年，ジ

戦して，ナッツフォードの

最も有名な「ペデストリアン

ャーの 歳の若者のジョージ

で打ち破った。ビールはまた

イザック・ヘムズワースと

）競走をして，芸術家の

ェームズ・ファラルは， ギ

レコードコースの４マイル（

」の一人であっにランカシ

フ・ビールに４マイル競走

，ランカシャーのボルトン

ヨークのレースコースで２

方が マイルだけ勝っ

ニーの賭金ほしさに，目

）を 分 秒で走

ャーのアブラハム・ウッド

で破れた。彼はチャンピオ

のもう一人の「ペデストリ

マイル（ ）試合

（ ）をし

年，デ

大尉は４分

二人の別の

った。そし

おこない，

ヤード（

て，９分 秒で勝ったと信じ

ーン大尉とデービス氏はベ

秒で「約２長身」の差で勝

アマチュア達もまた， 年

て，すぐそのあとこの貴族は

メリッシュ氏に打ち負かされ

）の「短距離試合（

られている。

イズウォーターの野原で１マ

った。 ・ベンチンク卿とエド

に ギニーを賭けて１マイル

べーコンのコースを越えるも

た。 年，ハーバード氏は

）」を試みた。後者は，２ヤ

イル試合（ ）をして，

ワード・ハーバード侯の

を走り，後者が簡単に勝

う一つの試合（ ）を

， ・ボウクレア卿と

ード（ ）勝った。

この勝者は，

まった」ので

これらの

である。トム

エイキン大尉

たち（

同じ距離でブランド侯と相

，簡単に勝った。

２つの試合（ ）は，とも

は当時の著名なアマチュアと

，フェアマン中尉，エイガー

）は主として

まみえ，「後者の紳士が 歩走

にロード・クリケット・グラ

して，ダグラス大尉，ラン

大尉の名前をあげている。

軍隊の士官であったと考えら

るまでに全く息切れてし

ンドでおこなわれたもの

バート氏，ハンキー中尉，

実際，アマチュアの競技者

れる。このことは，しば

（ ）



しば繰返されて

ンドラストで

断されてしまっ

立命館経済

いる話として，われわれに伝

「正規の定期陸上競技大会（

たことによって，われわれは

学（第 巻・第５号）

えられてきていることなのだ

）」

，そのことについての十分な

が， 年頃には，サ

があり，それが後に中

確証を得ることはでき

ない。

トムは，お気

ないアブラハム

された最高記録

ジョン・ブラウ

ら，ウッドは，

のシプリーに勝

に入りの英雄であるランカシ

・ウッドが当時の最大級のラ

は，ナーバスマイヤーの４マ

ンに相対したときに出したヨ

年に有名なナッツファッ

ったことからしても，短距離

ャーのミルドローのバークレ

ンナーであったという考えを

イル（ ）で以前ウッ

ークでの同じ距離の 分 秒

ドのコースでの マイル

でも素晴らしい選手であった

ー大尉に勝るとも劣ら

述べている。彼の報告

ドに勝ったことのある

であった。しかしなが

を 秒でノッチンガム

と考えられる。短距離

走（ ）

その当時にいた

たちに違いない

競走（

は 秒５で先行

（ 約 ）で

ーリーは軍人で

けて紳士のウイ

は当時，長距離の競走（

短距離走者たちは，もしも計

。ブライトンの牧童のカーリ

）を挑み「ケンシントン公

して勝った。翌年，グリン

，当時としては「平凡な記録

別の「ペデストリアン」のク

リアムス氏に ヤード勝っ

）ほど人気はなかっ

時された記録が正確だったと

ーは， 年に「ペデストリ

園の門までリードして歩いて

リーはハンプトン・コート・

（ ）」で相手に勝っ

ックに短距離走で勝ったが，

た。だが， 年には有名な

たようである。しかし，

するなら，驚くべき人

アン」のグリンリーに

」いたが，グリンリー

グリーンの ヤード

た。しかしながら，カ

クックは ギニーを賭

ランカシャーの牧童の

スキューボール

達が，出そうな

れる。

ところで，バ

時間で「歩くわ

もなくそれ以後

も彼は，すばら

はハクニーで ヤード（

タイムと出そうにもないタイ

ークレー・アラダイス大尉は

ざ」をやってのけたことによ

にも，もっと優れた人が常に

しい「万能選手（

）を 秒で走った！これ

ムを見分けることができなか

ニューマーケットで マイ

ってよく知られている人であ

いたにもかかわらず，当時の

）」でもあった。彼は

は恐らく，当時の作家

った見本のように思わ

ル（ ）を

る。この成績は，疑い

人々を驚かせた。しか

， 年の生れで，こ

うした競技スポ

）歩いて，

ギニー（

くこれに勝った

年に彼は再びロ

の試合の挑戦を

マイルレースに

ーツをこよなく愛し，わずか

ある賭人に勝った。 歳の時

ポンド）の懸った試合（

。彼はその後間もなく，

ード・クリケット・グランド

受けたが，１分 秒で簡単に

５分 秒と４分 秒で勝った

歳のときクロイドンで１

，彼は マイル（

）をやって，数千人の見物

マイルを 秒で走り，ウォ

で近衛兵のグールバーン氏に

勝った。彼はまた，アマチュ

。そして， マイルを

時間に６マイル（

）を 時間半で歩き，

人の賞賛の中でわけな

ード氏を破った。

同じ距離（ マイル）

ア達とともに２つの１

時間で「歩くわざ」を

やってのけた

ばかりではなく

個人として人々

つ公人として，

人」であった。

しかしながら

年から 年頃，彼が当時

，トムの言葉を借りれば，「

と交際するときにも，故郷の

いつも他人の権利を尊重し

，確かに彼は，彼が紳士た

としては最も著名なランナー

彼はいつも名誉と正直さとい

寺院（

，イギリス国法に心から忠実

ちにとって人気のある「娯楽

であった。いや，それ

う原則に忠実であって，

）での言動に責任をも

であることを証明した

（ ）」としての競

（ ）



第１章 イギリス陸上競技史（岡尾）

技スポーツ

である。今日

問には区別が

をうまくやったからこそ，「近

でもよく知られているように

なかった。紳士たちはお互に

代陸上競技」からは感謝を受

，当時は「プロフェッショ

試合をしたり（

ける値打が十分あるはず

ナル」と「アマチュア」の

），紳士たちを喜ばせてく

れるような

ブラハム・

り疲れ」させ

事柄は多くの

数多くのアマ

グランドで試

人達によっ

「ペデストリアンたち」とも試

ウッドと一緒に「長距離の競

たことも知っている。だが，

成功をなしとげた後輩たちに

チュアたちはニューマーケッ

合をしていた。そして，こ

て示されたので，アマチュア

合をした。そして，われわ

走（ ）」に

世紀の前半の 年間を通

よって続けられていった。

トとかアクスブリッヂの道

れらの競走（ ）の中で

達のための「陸上競鼓大会の

れは偉大なバークレーがア

参加して，ウッドを「走

じて，バークレーの始めた

実際， 年になるまでは，

路やロード・クリケット・

，非常に多くの興味が見物

方式（

）」が

でに見てき

形跡がある。

気は衰えたよ

っているにす

信じているし

もの「短距離

実際よりも半世紀前におこな

たように 世紀の初期にサン

しかしながら 年頃から

うであり，われわれは「試

ぎない。にもかかわらず，わ

，その頃いた人は今もなお，

競走（ ）」を行なっ

われなかったのは不思議なこ

ドラストでは「正規の大会（

後には，アマチュア達の間で

合（ ）」に関係していた数

れわれは，今世紀のはじめ

生存しておられる。現在の

たあとで，友達から，イギ

とである。もっとも，す

）」がおこなわれた

の「競走（ ）」の人

人の紳士たちのことを知

のアマチュア時代のことを

トルマッシュ卿は
）
，いくつ

リス中のどんな男を相手に

しても ヤ

理人によって

ット・グラン

た故ホーレイ

若い頃に名を

しかしなが

ード走には勝つだろうという

受けいれられた。「試合（

ド」で実現し，トルマッシュ

ショ・ロス氏もまた「長距

成していた人である。

ら，この頃，フィールドには

ように賭けられていた。この

）」はいつもの「会場（

卿は再び勝者となってみせ

離競歩の選手（

ごくわずかなアマチュアの

挑戦はマクナマラ氏の代

）」の「ロード・クリケ

た。ついこの間亡くなられ

）」として，

みが活躍していたのに過ぎ

（ ）



なかったけれど

われわれは競技

としている有名

立命館経済

も，「プロのペデストリアン

場のチャンピオンとして同じ

な「短距離や長距離の走者た

学（第 巻・第５号）

主義」は， 世紀を通じて確

ような形式でお互に「選手権

ち（

実に増え読けた。また，

」に挑み，戦いとろう

）」の規則

正しい系統性が

われわれが今

るわれわれの仕

って，「プロの

デストリアン主

ガジン』や『ベ

らである。しか

あることもよく知っている。

述べようとしている時代は，

事は，アマチュアのための

ペデストリアン」たちの仕事

義」の歴史をここに示すこ

ルズ・ライフ』の本の中に載

しながら，こうしたいくつか

ほとんど現代の競技のことで

「娯楽（ ）」としての競

のことについてではない。わ

とは困難である。というのは

っている以外には，こうした

の有名な成績は，途切れるこ

ある。この著書におけ

技スポーツのことであ

れわれが 世紀の「ペ

，『スポーティング・マ

巾広い資料が少ないか

となく進歩する競技能

力を示すものと

スマイヤーで

（ ）のハ

れがこのタイム

年になって

て破られたこと

にわたって「ペ

「ペデストリア

して注意を引いている。

ギニーを賭けての１マイ

ンディキャップを与えたが，

に近づいたことを知るのは

はじめて，１マイルを４分

を知るのである。 年と

デストリアンの試合（

ン主義」は，もう少し後にな

年，ジェームス・メトカー

ル競走で， ・ホールタン（

選手権者の方が４分 秒で勝

，このあと 年後のこと

秒で走ったバーミンガムの

年か 年あるいはその頃の

）」が，ごく有り触れたものに

って人気が出るようになった

フ（選手権者）はナーバ

前選手権者）に ヤード

った。しかし，われわ

であり，このタイムは

・マシューズによっ

間には，すべての距離

なっていたけれども，

ほど人気のあるスポー

ツではなかった

う見出しをつけ

）」の記事

『ベルズ・ライ

まも毎週 ない

トリアン主義」

チュアたちは

。われわれは，『ベルズ・ラ

て編集された新聞の終りの

を数年にわたって見る習慣

フ』は，ペデストリアン主義

し 種目（ ）のリスト

は，もう一つの「ブーム」を

試合を再開し，「アマチュア

イフ』のコラムの中に，『裁

一部に，「ペデストリアンの競

がついていたのを知っている

に対して，それ自体にも見出

を載せている。 年から

巻き起した。スポーツが人気

同志」や「ペデストリア

技場（ ）』とい

技会予定日（

。後になって〔 年〕

しをつけ始めたし，い

年の間には，「ペデス

を持てばいつも，アマ

ンと一緒に試合（

）」を行

（ ）」で，

いたことがわか

年の『ベ

医科大学の学

）」

ク（田舎者）」，

い始めた。競技のやり方の

アマチュアたちが自分の本

る。

ルズ・ライフ』には，「ある

生によって発起された

があったことを載せている。

「チット・チャット（おしゃべ

違いからくる珍しい実例と

名を名乗ることについてのさ

理由」によって本名を隠した

「クロスカントリー障害物

そこには，「スプライトリー

り）」，「ネバースウェット（汗

して，これらの「競走

まざまなやり方をして

バーミンガムの６人の

競走（

（元気者）」，「ラスティッ

しらず）」，「ヴァルカン

（火の神）」，「ザ

（ ）が１

「ネバースウェ

ったし，民衆は

ン氏が 年に

ほとんど全盛時

・スパウター（質屋）」と

マイル・コースを選定し，波

ット」は第２着であった。５

彼等の試合を拍手 采をしな

走った「１マイルの試合（

代を誇っていた「プロのペデ

いった匿名だったと記され

乱に満ちたレースの後に「ザ

年後には，アマチュアたちも

がら見物していた。ハーグレ

）」では，非常に多

ストリアン」のことがわかる

ている。審判員たち

・スパウター」が勝ち

再び本名を名乗って走

イブス大尉とフェンタ

くの観衆を引きつけた。

のは，その後それ程遅

（ ）



くない時期

ム・マック

ルドのマイ

第１章 イ

であった。「ビリー」・ジャク

スフィールド（北の星）は，も

ル」として今も有名なスラウ

ギリス陸上競技史（岡尾）

スン（アメリカの鹿）， ・デ

のすごい人の群と「大熱狂」

の道路で「１マイル試合をし

ービス（足の悪い鶏）とト

の中で「マックスフィー

た。（ ）」。

この頃，『ベ

載せていたし

プール，マン

のことにつ

へイズが「ジ

フロスト（別

）レ

ルズ・ライフ』は，予定され

，制度としてのペデストリア

チェスター，ニューキャッス

いては，エイントリーのレー

ョニー」・テトローに勝った

名，雌羊〔 〕）

ースで選手権ベルトを獲得し

ている に近い試合（

ン主義は既成の事実となっ

ル，その他の大都会におけ

スコースでの４マイル競走（

ことからもうかがうことがで

が例のコペンハーゲン・グラ

た 年には，試合（

）の開催日のリストを毎週

ていた。 年の「リバー

るスポーツ人口の大部分」

）で「トミー」・

きる。また，ジョージ・

ウンドでの マイル（

）の石版画が印刷され，無

数に売れた。

チュアの活動

ら不思議なこ

「ボランテ

動は疑いも

重圧の産物で

間が長くな

これほどまでに「ペデストリ

（ ）」を

とではなかった。

ィア活動」という言葉が，当

）」について説明する言葉とし

なく，現代の「商業主義的で

あることは，恐らくありそう

ればなるほど，社会の問には

アン主義」の人気が高まっ

動き出させるもう一つの原

時のイギリス中での「競技

てよく使われている。街の中

専門主義的な生活（

で，しかも哲学的説明とな

「激しい運動（

てきたので，それが「アマ

動力となったとしても，何

精神の爆発（

で起ってきたこうした衝

）」の

るものだと考える。労働時

）」が必要となり，その必

要性が数々

こなわれてい

も，初期のア

ことや，人並

ュア達がプロ

年にかけての

初期の「正

の「陸上競技の試合（

る。しかしながら「競技活

マチュア達の競技スポーツが

みはずれたおびただしい数の

の真似をし始めたことだけは

間にペデストリアン主義に示

規の陸上競技大会（

）」の人気を引き出し，

動（ ）」の由来

プロの「ペデストリアン達

ペデストリアンの能力があ

疑いのないところである。

された多くの大衆の興味が

）」がこの

その大会は現在も広くお

がどんなものであろうと

」の成績から示唆を受けた

った時には，いつもアマチ

われわれは 年から

あったことを見てきたし，

頃始められたのだと聞か

されても何ら

士官学校（

で続けられた

これは今日ま

今日われわ

陸上競技」に

のプログラム

驚くことはない。 年に，

）」で

。 年には，「オックスフ

で引き続き「定期的」に続け

れに伝えられてきている以下

対する興味を沸かさない訳に

には，これらの１ページ１ペ

正規の組織立った陸上競技

行なわれた。それは，その大

ォードのエクゼーター校で試

られている。この時の選手

の様な大会が始まった頃の様

はいかない。そして，恐ら

ージの中にここに再掲して

大会が「ウーリッヂの陸軍

会が中止になる 年ま

合（ ）」が発足した。

だったある人の手によって

子についての話は，「近代

く唯一残された見本として

も構わないほど興味を沸か

すものが残っ

「オックス

初の学校（

いつまでもこ

ちの記憶から

「 年の

ている。

フォードのエクゼーター校は

）の一つである。これ

こに残しておこうとした人

主として集められた「はなし

ことであった。カレッヂ障害

，陸上競技大会（

を目撃した人や，最初にスポ

や，創設者であり最初の選手

（ ）」には非常に興味

物競走（俗に「カレッヂ・グラ

）を発足させた最

ーツをおこなったことを

（ ）だった紳士た

深いものがある。

インド」〔 〕

（ ）
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と呼ばれている

のいつもの慣わ

）の終ったあとの夕方のこと

し通りに， ・ ・ボウルズ

であった。ある４・５人の気

（ミルトン・ヒルの有名な走者

の合った仲間が，彼等

の大地主（ ）のジョ

ン・ボウルズの兄

そばには。ジェ

クス・ワイアッ

園を「通り抜け

頭で道の上に立

マイル走りたい

カレッヂの障害

）の「部屋」での「食事」の

イムズ・エイトキン，ジョー

トがいた。話題はその日の出

」た不満足な様子についての

った
）
ので，彼は「そんな動

位だ」といった。「よし，や

物競技（ ）を

後で，ワインをチビリチビリ

ジ・ラスル，マーカス・サウ

来事のことになって，オック

ことになった。ワイアットの

物（ ）に乗る位だったら

ろうじゃないか」と残りの者

やろう」といって，皆はそれ

とやっていた。主人の

スウァルとハリファッ

スフォードの貸馬で田

馬が脚で立つ代りに，

」「自分の足で田舎を２

はいった。「それでは，

に賛成した。

「ボウルズは

の練習場（

ってみようと

（ ）に名前

（ ）が始

「初日の午後

２マイルのクロ

，競走（ ）に秘かな愛着

）の近くで生れ育っ

提案したのであった。これ

がつけられ，役員（ ）

められた。

には，参加料が１ポンドで，

スカントリー『障害（

をいだいていて――実際彼は

ていにので――平地での競

にも仲間は賛成した。規定

が任命され，「競技スポーツ

違約金が シリングの の障

）』がおこなわれた。さらに

，バークシァーの平原

走（ ）を一，二度や

が起草され，賭レース

」としての最初の試合

害物（ ）のある

翌日の午後には，エク

ゼーター校のメ

（ ），

１マイルやその

ー秋季大会』の

コースの書記は

員（ ）とし

ンバーだけが参加できるよ

ヤード走， ヤード毎におか

他『へトへトになった馬』（

幹事は ・ ・ボウルズとジ

・ランケンで，オックスフ

て招待された。ランドル氏

うになっている平地の

れたハードルを跳び越す
）
）用の賭レース

ョン・ブロートンで，秘書は

ォードの有名なスポーツ用品

は今もなお 歳のお年ながら

マイル走， ヤード走

ヤード障害走（ ），

があった。『エクゼータ

・ ・グランビル，

店のランドル氏が審判

存命中であるがへンレ

（ ）



ーやパトニ

しておられる

「賭試合の

第１章 イ

一あるいはロードなど大学内

。

リストの載っている大会（

ギリス陸上競技史（岡尾）

の試合（ ）が

）の注意事項は，いつも

あるときにはいつも出席

の守衛所の黒板に掲示さ

れていた。

とになってい

「選手たち

ル，ジョン

ット，ジェイ

・グランビ

「その賭率

以下の賭試合がないときには

る。

（ ）のなかには，

・ブロートン， ・ ・ボウル

ムズ・ウッドハウス， ・

ル， ・コリンズ， ・ナイ

は――エイキンに対して２対

多くの参加者は障害物競走

ジェイムズ・エイキン， ・ス

ズ， ・ジァイルズ， ・

・パーカー， ・ウィルスン

トのほか９名の人がいた。

１，チャールズには２対１，

で 人がスタートをするこ

コット，ジョージ・ラス

・チャールズ， ・ワイア

， ・サウスワァル， ・

ジャイルズには８対１，

ワイアットに

ッドハウスに

「コースは

れた。そこは

しも全部がそ

柔かい踏切点

出発点に集っ

ルのパンツを

は９対１，パーカーには 対

は 対１であった。

，セブン・ブリッヂの道路に

非常に湿ったところで，『水

うでなかったとしても，多く

であった。 人は，皆が整っ

てきた。しかし， 人の元気

はいて，あるものは良いコン

１，スコットには 対１，

近いビンゼーの沼地の農場の

があふれている』ような野原

の選手たちがたしかに水び

たよいラニング用の『服装

で活発な若者たちはクリケ

ディションで，またあるも

ブロートンには 対１，ウ

平坦地（ ）が選ば

で小川の土手も高く，も

たしになってしまうような

』をしてはいなかったが，

ット用の靴をはき，フラネ

のは非常にひどい状況で，

しかし皆は

ものを見にや

こと』を待ち

多くの励まし

「 名の出

るような走り

抜けて出て，

『必死』の覚悟をしていた。多

ってきた。（というのは，古代

望んでいたからだといえる）そし

の言葉が選手たちに送られた

発者の約半数がスタート地点

方をしたので，彼等はたちま

家からある野原のところまで

くの人々が馬に乗ったり，

アテネの時代と同じように現代

て，この場合には，これら

ようであるし，この珍事に

を離れるとすぐ，彼等はちょ

ち，まいってしまった。ア

は先頭を切っていたが，次

歩いたりしてこの珍らしい

でも人々は常に『何か新しい

の興奮ぶりから判断すると，

は高い評価が下された。

うど数 ヤードだけを走

イケンは次第に皆の中から

第に追ってきたワイアット

とスコットが

勝者となった

「今日のラ

し，グランド

ネルのパンツ

「ポートの

る勝者の確

ついに肩を並べた。堅い地面

。２位にはエイキンがようや

ンニングの概念からいえば，

はぬかるんでおり， （

が両脚にからみついて，大き

草原でおこなわれた起伏のあ

実な記録は保存されていない

に着地したワイアットは一

くのことで入った。

タイムは疑いもなく遅いもの

）も大きく，すべての選手

なハンディキャップを背負

る芝生でのフラットレースに

。ハードル・レースは ・ナ

番速く走り，比較的簡単に

だったようである。しか

達はズブぬれになったフラ

わされていた。

ついては，全種目にわた

イトが勝ち， ・ ・ボウ

ルズは第２

）にも１

に巻いて数ポ

今日のハンデ

「こうした

し，実行した

位であった。 ヤード走はワ

２回勝った。しかし，マイ

ンドもある砲弾を運ばなけれ

ィキャッパーの皆さんも，こ

ことが，競技スポーツの初期

人々についてもう一言，二言

イアットが勝った。彼は，

ル・レースでは，彼は時代遅

ばならなかったので，エイ

のことをよく知っておけば

の頃の歴史なのである。そこ

述べておこう。というのは

他の短距離レース（

れの狩猟用のベルトを腰

キンに次いで２位となった。

よいと思う。

で，当初スポーツを奨励

，現在の競技者に，すぐ前

（ ）



立命館経済学（第 巻・第５号）

の世代の人々が

しくないからで

「マーカス・

皆『役目だけしか実行しな

ある。

サウスワァル， ・ ・ボウル

い人（
）
）』

ズ，ジョージ・ラスル（スワ

であったとは考えてほ

ローフィールドの男爵で

今日のジョージ・

しかし，サウス

）歩くこ

ズとラスルはと

そらく彼等は，

ズ・エイキンの

とからして，よ

ラスル卿）たちはおそらく選

ワァルは上手な馬術家であ

とができた。しかし彼は，

もにボートを漕いだり，クリ

スポーツの初版本を出版する

名前に関しては，マイル・レ

り多くの役割を果したという

手としてよりも支援者（

り，しかも練習をしなくても

アメリカに旅行したとき，落

ケットを行ったり，ランニン

のに最も活躍した人たちだと

ースに勝ったり，２マイルで

記録がある。クリケット選手

）であったようである。

１時間に６マイル（

馬して死んだ。ボウル

グも少しは行った。お

考えられる。ジェイム

２位になったりしたこ

として彼はイートンの

正選手として試

対した時，大学

めた。 年に

漕いだ。彼は

）」のた

ったし， 年

いだ。また現在

合をしたし，オックスフォー

〔オックスフォード〕の正選

は，彼はパトニーでの対ケ

年に，へンレーでの「

めにボートを漕いだオック

にヘンレーでケンブリッヂに

のチティー判事と一緒に出

ドでは， 年， 年，

手として試合をした。 年

ンブリッヂ戦での漕手（

グランド・アンド・スチュ

スフォードのエイトとフォア

勝ったときのオックスフォー

て「ゴブレット杯大会（

年にケンブリッヂと

にはチームの主将を務

）として，ボートも

ワード（

のメンバーの一人であ

ドのエイトとしても漕

）」に勝った。彼

は大学〔オック

漕ぎ，クリケッ

トの第５席
）
を漕

て，現在でもな

（ ）やジェイ

「もう一人の

スフォード大学〕を卒業する

トを行い続ける時間もなけれ

いだ時のように彼の教区（

お，ローンテニスに関して

ムズ・エイキン師にかなう

選手のハリファックス・ワイ

と間もなく聖職についたので

ば，機会もなかった。しかし

）で激務をこなし，真面

は，ハーファッドシャ―の

若者はいないと，もっぱら噂

アットは，『デュークス・カン

，彼は大いにボートを

彼は今，大学時代ボー

目に働いている。そし

チョリーウッドの牧師

されている

トリー』――いうまで

（ ）



もなく彼が

ントを張った

ーの高貴な編

第１章 イ

心から気にいっている土地の

芝生においてもバドミントン

者
）
の目にとまっていた。上述

ギリス陸上競技史（岡尾）

――で生れた。彼の若い頃

でプレーをしていた時に，

のように，彼はオックスフ

・ が狩場においても，テ

バドミントン・ライブラリ

ォード時代２マイル・レー

スやいくつか

して， 年

年，

のフォア

らも彼は，グ

やった。そし

その後しば

の短距離レースに勝った。彼

， 年， 年にはカレッ

年， 年に
）
の

ーや， 年の の

ロースターシャーやデボンシ

て彼は ・ や
）
や無

らくの間ランニングをやらな

は 年と 年には大学

ヂの正選手として対ケンブ

エイト・レースでボートを漕

スカルにも出場した。オック

ャー，チェッシャーで，数

言劇では道化役などその他諸

かったが，「デボンシャーの

イのクリケットの正選手と

リッヂ戦に出場した。彼は，

ぎ， 年には

スフォードを卒業してか

多くの田舎のクリケットを

々の役をやった。彼は，

第４連隊（

ポンドを賭

ワイアット

ンカシャー

極的に参加し

「これは，

るが，彼等の

れはゆっくり

）」が４つに分割され

けての ヤード競走（

は，陸軍大佐（ ）と

にあるセフトン伯爵（ ）の

ていたあらゆる種類のスポー

『はじめて物事にとりかかっ

最初の大会（ ）には明

したものになっていった。

た時，彼はリリマックで第

）をおこなっ

してデボン〔シャー〕連隊を

広大な領地の管理をしている

ツを『見物』するのに一流

た（ ）』人々

らかに人気があったけれど

年には，エクゼーター校

連隊の，あるカナダ人と

て，その男に勝った。 ・

退役し，数年後の今もラ

。そして今は，むかし積

の腕前をもつに到っている。

の一寸したスケッチであ

も，時間がたつにつれてそ

はブリンドンでの夏季大会

とともに

ラムの中に

で， ・ ・

うちに乗馬

手として有名

ことにし，色

た。この後，

年の秋季大会をなお一層強力

走高跳と走巾跳（

ノースとホッヂズの二人が有

で マイル（ ），早馬

になった。オックスフォード

々なスポーツをおこなった。

このことは閃光のようにあら

に推し進めていった。また

）の二つが導入され

名になった。ついでながら後

で マイル，競歩で マイル

のリンカン校は，つづけて

それから，ケンブリッヂに

ゆるところに一斉に拡がっ

，われわれは，このプログ

たと考える。この２種目

者は，間もなく 時間の

歩くという賭けをする選

このアイディアを採用する

あるカレッヂがこれに続い

ていった。カレッヂやスク

ールの後には

ケンジンタ

は，この頃以

たロンドン

は，おそらく

どと同じよう

をおこなうよ

ロンドンで，つづいて各地方

ン・グラマー・スクールは

降「定期的な競走や跳躍の

周辺のいくつかの他の私立学

子どもたちの親が「アメリカ

な「ペデストリアン」の仲間

うに提案したり，奨めたりす

のクラブが競技スポーツの

年にこれらの正規のスポ

試合（

校（ ）があったと

の鹿」，「足の悪い鶏」，「グ

たちに興味を持っていたの

るようになったと考えられ

振興のために結成された。

ーツを始めたし，われわれ

）」を行ってい

信じている。その競技会

リニッヂのカーボーイ」な

で，学校でもこうしたこと

る。 年には，ハロー，

チェルトナ

（ ）

疑いもなく

ていた。しか

であった。

遊びも，他の

ムの両校も陸上競技大会（

をもったが，しかしその試合

，この時期より前にも，いく

し，それらは「陸上競技大

生徒用の「楽しみ（

イギリスの「競技娯楽（

）を開始した。ダ

は自然消滅してしまったよう

つかのパブリック・スクー

会（ ）」と呼ぶの

）」としての「紙まき鬼ごっ

）」と同じ位古いも

ーラム大学もまた競技会

である。

ルではレースがおこなわれ

にはふさわしくないもの

こ（
）
）」の

のである。シュトラッツ

（ ）
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は 世紀末に書

がいうには

「そして，

かれた古いコメディーから引

ぼくらが遊んだり，きつね狩

用をしている。その中で，あ

をしたときはいつも，

る「怠け者の子ども」

ぼくは，

これは疑いも

を書いたシュト

について説明を

れる――それは

学校中のみんなと逃げ去った

なく，「紙まき鬼ごっこ」の

ラッツは「きつね狩」とか

している。即ち，「少年のう

，残りのものが彼を迫いかけ

」

ことについて述べたものに違

「兎狩」と名付けていたつぎの

ちの一人は走り出すことが許

るよりも前に，彼の仲間から

いない。 年にこれ

ような娯楽（ ）

され，決まりが与えら

ある一定距離をおいて

（ ）



いくことが許

かまえること

たらしい。シ

第１章 イ

される――彼等の目的は，も

である。」ラグビー校での

ュールズバリでは，数年後に

ギリス陸上競技史（岡尾）

しできることなら，彼が家

「クリック・ラン（

学校での「障害物競走」が

に帰ってくるまでに彼をつ

）」は 年に設立され

あったことが知られている。

一方， 年

距離走，ハー

のハードル・

で非常に人気

年の『

マイルレース

には，イートン校では別々の

ドル競走の大会」を開始した

レースのことを知る手がかり

のある「ハードル競走」はほ

ベルズ・ライフ』には，つぎ

）」の中で２人のアマチュ

，１マイルの後ろ向き競歩，
）

日に道路を使って行なった

。本当に珍らしいことなの

となる最初の記述がここに

とんどアマチュアのための

のような種目が含まれてい

アが相争ったらしいことが

４輪馬車の車輪ころがしで

「定期的な障害物競走や短

だが，われわれは短い距離

ある
）
。現在アマチュアの間

スポーツであるといえる。

た「混成競技大会（

述べられている。即ち，１

の１マイル競走，各々の高

さが３フィー

（

大尉」との間

れがすでに

）」に

は，全く現代

ース」）は

の倫理学（

ト６インチ（ ）の

）などがそれであり，同じ

のフラット・レースやハード

見てきたように， 年か

は，プログラムの中にハード

的なものとはいいがたい。

世紀の初頭，すでに同じよう

）の教授は，彼

ハードル 台跳び越し，石拾

年の『タイムズ』紙は，セイ

ル・レースのことについて

年頃に始ったすべての

ル競走を含んでいた。しか

というのは，ウィルソン教授

な種類の何かで名人の域に達

の名前を陸上競技の歴史の

い（ ），重量投

アズ中尉と「アストリー

の記事を連載した。われわ

「学校競技大会（

し，ハードル競走の楽しみ

（別名「クリストファー・ノ

していたと思われる。こ

１ページからはずすことが

できない程，

卒（ ）

）

けて彼に挑戦

ったが，ウィ

年頃に

くからのイギ

競技者として素晴らしい名声

に「勝った」といううわさ

」で一度も負けたことがない

をした。不敗を誇るチャン

ルソンは相手がびっくりする

は，スクールやカレッヂが

リスの「スポーツを競うため

を拍していた。ホーンはケ

を持っている。後者は彼が

のを誇りにしていたので，ウ

ピオンは， フィート（

程の フィート（

ランニングや跳躍，重量投（

の試合（

ンダルの義勇軍の同僚の兵

「跳躍の試合（

ィルソンは１ギニーを賭

）を跳んだだけであ

）を跳んだ。

）など古

）」を１日がかりか午

後に行うため

クリケットや

る競技会（

あった。レ

）」と同

クスフォード

，公認の適切なスポーツ組織

ボート・レースで試合をして

）」，「選手権大

）」を行なおうというような

ースや跳躍の試合（ ）

様，スクールでの娯楽（

の２大学においてさえも，人
）

が考えられる日がやってき

いたのと同じ方法で競技ス

会（ ）」や「２大

関心は，まだイギリス人が夢

はなおも「鬼ごっこ（

）位にしか考えられておら

気の上昇の具合は非常にゆ

た。しかし，すでに彼等が

ポーツも「プロとアマによ

学対校戦（

にも見ないようなことで

）」や「陣とり（

ず，ケンブリッジとオッ

っくりしたものであった。

『近代陸上競

「２つの大学

なった大会

当らない。

ルズ・ライフ

スポーツの復

技』を著わした著者は，これ

では，オックスフォードのイ

（ ）を開催しはじめる

年あるいは 年になって

』には，これらを『田舎でし

活』と名付けている次第であ

らの進歩について，つぎのよ

ートン校が主導権を握り，定

年までは，競技スポーツ

からでも，こうしたスポー

かも興味ある段階』で，し

る。……」セント・ジョー

うなことを述べている。

期的に繰返されるように

に関する記述はどこにも見

ツの報告が載っている『ベ

かも『古きよきイギリス・

ンズ校やイマニアル校が先

（ ）



頭に立ってケン

ーター校が唯一

ルック，ウース

立命館経済

ブリッヂでスポーツをはじめ

おこなっていた。オックスフ

ターが 年にエクゼーター

学（第 巻・第５号）

ておこなったと書かれている

ォードでは，ベイリヤール，

の例に続いた。オウリアール

年までは，エクゼ

ウォードアム，ペンブ

は 年，マートンは

年，クライ

（ ）」が

ォード大学のス

に負うところが

しかし，カレッ

に，時々にしか

がおこなわれた

ストチャーチは 年に，

一般的になった。 年の年

ポーツは，その設立に関し

大きい。ケンブリッヂでの大

ヂごとの「定期的な大会（

おこなわれていなかった。

年になって，突然何故両

そして 年には各々のカ

末のすべての在学生向けにお

て，マートン校の ・アーク

学スポーツは， 年にはす

）」は， 年までは，

はじめて２大学対校競技会（

大学で陸上競技の重要性が増

レッヂにおける「大会

こなわれたオックスフ

ライト師（ ）の努力

でに設立されていた。

ちょうど姉妹校
）
と同様

）」

してきたかは， 年

にリチャード・

の夕食会でされ

ンヂャーズ・レ

の成績をあげて

ウエブスター卿が「ロンド

たある発言から推測すること

ース」に勝って数ポンドをコ

約 ポンド相当の賞品（

ン・アスレチック・クラブ（

ができる。卿はその時，１年

インで受取ったが，翌年には

）を銀細工師から受けとった

）」における定例

の間に６回の「ストレ

，自分の友達は同程度

と述べられた。

年以後、間もなくこれらの「陸上競技大会（ ）」はスクールやカレッヂ生活

の慣例の呼びも

それ以来，試合

グランドでは，

ストミンスター

スクールが，２

疑いもなく，イ

のとなっていた。ダブリンの

は連続しておこなわれたし，

ラグビー校がその最初の「定

とチャータハウスは 年に

大学と同様に各種のスポーツ

ギリス中に陸上競技大会の精

トリニティ校も 年に試合

衰えることのない人気を拍す

期戦」を開催し，ウィンチェ

開催した。このすぐ翌年には

をおこなっていた。パブリッ

神をより育成し，拡大してい

（ ）を開始した。

るようになった。イン

スターは 年，ウェ

，すべてのパブリック

ク方式の増大と人気は，

った。学校で陸上競技

（ ）



に熱中して健

の趣味（

元に帰ってく

第１章 イ

康や「楽しみ（ ）」や

）を中断してしまう筈はない

るパブリックスクールの卒業

ギリス陸上競技史（岡尾）

名声を得た若者たちは，学校

だろう。だから，競技熱は

生たちによって「競技会」

を卒業するとともに彼等

イギリス全土にわたって親

を推進する「はずみ」に大

きく助けられ

しかしなが

しはじめた。

自分たち自

はじめるので

ロフェッシ

れは，競技者

たことは確かである。

ら一方，多くのスクールでは

しかし， 年後になってはじ

身の大会（ ）をおこな

ある。この時代を通じて『ベ

ョナルに対して試合をしてい

たち（ ）がアマチ

， 年以後間もなく，試

めて，われわれは職業的「

っている一群の「アマチュア

ルズ・ライフ』の中には，

た（ ）」ことが載

ュアとして記載されているア

験的に競技スポーツを採用

ペデストリアン」とは別の

競技者」のことを耳にし

しばしば「アマチュアがプ

っている。さらにわれわ

マチュアの試合の記録（ち

ょうど，

「ペデストリ

ル・ターナー

ュア」にとっ

セイアズ中尉

で， 年に

るからであ

（

年にグリーン氏とマーチン氏の

アン」の加わった「アマチ

の間でおこなわれた試合の様な

ても機は熟しつつあった。と

とアストリー大尉の試合のこ

ドニブルックの道路で ギ

る。しかし多くの人々は，ス

）」を実施してほしいと願

間でおこなわれた ヤード走の

ュアの試合」（その前年に「ア

）の場合のことも知っている

いうのは，非常に気位の高

とや，フォエリー氏とアー

ニーを賭けて行われた試合

クールやカレッヂ以外のと

っていた。そこで，「王立砲

様な）のことだけでなく，

マチュア」のグリーとマイケ

。しかしながら，「アマチ

い『タイムズ』紙でさえも，

サー・ウェルズリー卿の間

（ ）の記録を載せてい

ころでも「陸上競技大会

工会社（

要求の原動力

についての大

原住民で「デ

きてイギリス

以前の長い間

ビゾン，テデ

）」が母体となって， 年

はおそらく， 年およびそ

衆的興奮が，再び燃えあがっ

アーフット（鹿の足）」とし

最強のペデストリアンたちと

よりも，もっと大きく大衆の

ィー・ミルズ，ジャック・ホ

にその会社の社員のために試

の翌年におこなわれた「プ

たことによるものだと思わ

て大変有名だった ・ベネッ

転戦を始めた。そのことは

興味を起こさせた。ベネッ

ワイトや当時の他の多くの

合を開催した。こうした

ロのペデストリアン主義」

れる。 年にはカナダの

トがイングランドにやって

，過去 年，あるいはそれ

ト，ラング，シャー・アル

有名選手たちの成績につい

て，人々は

「ウエスト・

トレーニング

ればよいと

できる限りで

た。この時，

物の人達に

再び競走（ ）のこと

ロンドン・ローイング・クラ

によって，からだがよく動き

考えて，「陸上競技大会（

は，アマチュアのための最初

「ペデストリアン」のハンデ

新しい呼び物を見てもらおう

を話題にするようになった。

ブ」は，彼等ボートを漕ぐ人

，体力を保っておくのには

）」を開催した。わ

の「オープン・レース」は

ィキャップ・レースの興業主

と考えて，ハクニーのグラン

そして 年の冬には，

々が冬期のシーズン中の

激しい肉体活動と練習をす

れわれが見付けることの

， 年の夏におこなわれ

の ・プライス氏は，見

ドで「アマチュアに限っ

て」の競走に

われたこの

する様な方法

アマチュアに

者は，その賭

たことはなか

「ハンサム・シルバー・カッ

「オープン・アマチュア・ハン

で好奇心を刺激する方法をと

とっては，このレースはもっ

率がジョンソン氏に勝ったグ

った」と述べている。もう

プ」を寄贈しようと決めた

ディキャップ大会」の『報

ったために，むしろ失敗し

と他の理由で興味があった

リーン氏には６対４であっ

一方の決勝レースでは，スパ

。 年６月 日におこな

告書』は，この試合が賭を

たと述べている。しかし，

。最初の決勝について報告

たが「賭の金額はそう大し

イサー氏は，（ついでながら

（ ）
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彼は「王立砲工会

ナリー氏とゴー

社」の社員であったが）後はど

ルにむかってスタートを切っ

数多くの選手権の保持者とし

た。この場合は，スパイサー

て偉大な名をなしたチ

氏はチナリー氏よりも

長持ちして，彼

同年８月 日

賞品（
）
）を

退職後の公務員

していた。同じ

〔本名〕で出場

に勝った。

には，プライス氏は マ

寄贈した。 マイルには

の競歩選手の ・ ・カロウ

ように，後に競歩選手権者

していた。もうひとりの選手

イルと マイルの２つの

，競技者たちがこの話を聞け

氏が「マルチン」と名乗って

となったウォルター・ライ氏

は ・ ・プレスト氏であっ

「オープン・レース」に

ば驚くにちがいないが，

選手の一人として出場

もまた，彼自身の名前

たが（後の有名なアマチ

ュアだが，彼の

走っていた。当

すのが一般的な

競技者を ――

「わからない方

動するこの報告

かけることによ

「アマチュア性（ ）」

時は，アマチュアの競技者

考え方であった。だからスポ

氏とか ―― 氏等々の

がむしろ偉大に見える（

者は，芽の吹きはじめたアマ

って，偉大さを貸し与えてい

にはいくらかの疑問があるが），

は自分の「競技熱（

ーツ新聞の記事の中にあるこ

奇妙な方法で表記して載せて
）
）」とい

チュアにも，この様な神秘的

たのだと考えていたのだろう

彼はベイカーの名前で

）」を世間から隠

の試合の結果報告は，

いる。しかし，恐らく

う原則にもとづいて行

な名前の 囲気を投げ

。ハクニー・ウィック

のおける第２の

きながら，無敵

離れ離れにな

なってからであ

（ ）」やプ

士たちが，有名

試合の マイル・レースに

のスパイサーに再び屈しなけ

っているロンドンのアマチュ

った。 年の６月には，

ライスのハンディキャップ

な商業の中心街の名をとって

おいて，チナリー氏は ヤー

ればならなかった。

アたちが自らクラブを作る努

「ウエスト・ロンドン・ロー

に参画したこれらのメンバー

クラブの名とした「マンシン

ド先にスタートしてお

力をしたのは，翌年に

イング・クラブの大会

に含まれているある紳

グ・レーン・アスレチ

（ ）



ック・クラブ

していたから

で最初の大会

第１章 イ

（ ）」を組織した。そ

である。 年には４月９日

（ ）を開催した。しか

ギリス陸上競技史（岡尾）

れは，このクラブの創設者の

にブロンプタンの「ウエス

し，その大会には十分な注

大多数の人が商業に従事

ト・ロンドン・グランド」

意が払われていなかったの

で，われわれ

う一つの大会

たが，その

）と

された。この

改めて，今日

アマチュア

は，その大会（ ）の報

が同じ年の５月 日開催され

時の大会の報告は，すべての

マイル競歩（ ）の

二つは，それ以来華やかな制

もそうなっているように，「

の競技スポーツが組織をもっ

告が新聞に載っているのを

たが，その大会でチナリー

スポーツ新聞に公表された

二つのレース用のチャレンジ

度となっている。 年の

ロンドン・アスレチック・ク

ておこなわれるようになっ

見出すことはできない。も

氏はマイル・レースに勝っ

。この年， ヤード（

・カップがクラブに寄贈

春にはそのクラブは名前を

ラブ（ ）」となった。

たのは，実際は 年にな

ってからで

ス」を開催

制度もみられ

を開催しよう

（ ）がや

年３月５

チャーチ・ク

の「奇数の種

あるといえる。正規の組織を

しはじめただけでなく，同シ

るようになった。 年に

との協議が続けられたが，何

ってきて，競技者（ ）を

日
）
には，ケンブリッヂの人が

リケット・グランド」で相間

目（ ）」がないとい

もった競技クラブがこの年に

ーズンには「大学対校競技（

は，２大学の間に「対校競技

事もきまらない前に，クリ

集めるのが不可能だという

やってきて，オックスフォ

見えることになった。この

う大義名分のもとに，どちら

なって「オープン・レー

）」の

会（ ）」

ケットとボートの夏の季節

ことがわかった。しかし，

ードの仲間と「クライスト

時は，勝敗を決定するため

の側も勝者とはならなか

った。プログ

来，いうまで

たちがロンド

同年の

ある。――そ

しかし，アマ

った。

ラムは８種目から成り立って

もなく，この試合は毎年「定

ンにくることはなかった。

年，「公務員達（

の大会は今も年々，しかも

チュア競技がロンドンと同様

年にはいくつかのフットボー

いて，それぞれの大学は４

期的」に開催されたが，

）」が，その最初の試合

重要な種目（ ）として行

に地方にまで普及されたの

ルとクリケットのクラブが大

種目ずつ優勝した。それ以

年までは，大学の競技者

（ ）を催したようで

なわれているものである。

は，１，２年後のことであ

会（ ）を企画推進

（ ）

たのは，

たち」とは

（

初頭には，大

（ ）」が

（

した。しかしイギリスの国中

年以降のことである。その頃

，彼らが名うての「負けるた

）を用いるため

学卒業生とロンドンの競技

組織されたが，その設立趣

）を行う設備がないとい

を通じて「陸上競技」が一般

には，アマチュアは，当時

めに力を出さなかった」り

に関係を持たないというこ

者たちによって，「アマチュア

意書にはクラブは「アマチュ

う要求を満し，かつ，すべ

に行なわれるようになっ

のプロの「ペデストリアン

「買収した」りする戦術

とを決めていた。 年の

・アスレチック・クラブ

ア競技スポーツの競技会

ての階級の紳士競技者

（

したり，試合

と公表した

）」を

（

「 」の

）がプロフェッショナル

（ ）をしないでも済

。この新しく組織された「

開催した。それは明らかに

）」の運営の下

創立者たちの意図は疑いも

の走者とやむを得ず一緒に

む方法をできる限り完全に

」は， 年の春に「

成功した。これは今もなお

に，長年続けられている大会

なく彼等のクラブをクリケッ

なる時以外は，共に練習を

与えるために」組織された

選手権大会（

「アマチュア陸上競技協会

の最初のものであった。

ト競技者に対する「

（ ）



」と同様の位

非常に成功だっ

リリー・ブリッ

立命館経済

置づけにしておこうとするも

たので，当初には将来も見込

ヂにアマチュアのための立

学（第 巻・第５号）

のであった。そしてこの計

みのあるものとされて，２年

派な「陸上競技場（

画は，「選手権大会」が

後には，このクラブは

）」を開設した。そ

れは，早速アマ

も「 〔

大会」以外には

しかし，

には，すでにス

年に発刊さ

い大会（

チュア競技の本拠になった

〕」の

どのような大会（ ）を

年以降の陸上競技の歴史を順

ポーツは多くの田舎の街や大

れた記録集の『競技者（

）の記事が載っているし，翌

。しかしながら，活発な競技

方に関連を深めていたので，

も開催しなくなった。

次述べる必要はまずないだろ

きい地方都市の大部分におい

）』には，イングラ

年に出た同書は，その数が

者達は「 」より

前者はやがて「選手権

うと思う。その年まで

て組織化されていた。

ンドで催された に近

にも膨れ上ったこと

を示している。

「定期的な大会

年までに，アマ

ラブにはその間

同じ形式の競技

ポーツの体系は

も成功裏に移植

人や植民地の人

アマチュア競技の進歩はそれ

（ ）」を持たない街はイ

チュア競技は明らかに現在と

，栄枯盛衰があり，人々の人

スポーツによって英気を養っ

，カナダ，オーストラリアな

され，今日ではイングランド

々が「本国（

以来，急激でしかも継続的に

ギリス国内をみても殆どなく

同じ形態をとってきている。

気も消長はあったものの，ど

てきている。イングランドに

どのイギリスの植民地だけで

人，アイルランド人，スコッ

）の選手権大会」で共に相争

なってきていて，今日，

なってきている。

そして，それぞれのク

の時代のイギリス人も

おいて成長を就げたス

なくアメリカ合衆国で

トランド人，アメリカ

っているのを見付ける

ことは，それほ

）

しなけれ

「

）

ど珍しいことではない。

は，イギリスの

ばならない四つの「法学院」（

」，「 」がある。

によれば，シャーマン卿

（「王座部」）の

訳者注

〔 とともに弁護士資格

）の一つで，この

は高等法院（

であったと記されている。〔こ

（完）

の一つ〕になるために入会

ほかに，「 」，

）の三つのうちの一つの

こは，英国の普通法によ

って処理

に，

る。しか

ばれる。

） たとえ

三『体育

技術史』

）

される通常の事件を処理している

の経験が 年以上必要で，

も，通常は，「 〔 〕

卿は，この の称号を 年

ば，鶴岡英一『イギリス・スポー

の文化史』［体育図書館シリーズ

（大修館， ）などがある。

ところである。〕また，この裁

実際には 年以上の経験者か

（王室顧問弁護士）」の

（ 歳のとき）に得ている。

ツの系譜』（広島大教養部紀要

］（不昧堂， ），岸野雄三

…

判官になるためには，一般

ら選ばれているようであ

称号をもつものの中から選

第４集， ）や岸野雄

・多和健雄篇『スポーツの

意味は，

）

ある版画

）

が近代陸

と，

充分わからない。）

（ ― ），イギリス

』（ ）

によって，貴重である。［斎藤勇

の『

上競技誕生期に書かれ，陸上競技

からの一文が，冒頭に引用

の文筆家・画家・彫刻師・好古

などをあらわした。多数の著書は

編『英米文学辞典』 ，研究

』（ ） ， 行目から引

の歴史について，ギリシャ・ロ

されている。（引用された

家。『

，その綿密な研究と興味

社］

用した一文である。本書

ーマ時代にまで，遡上って，

（ ）



記述し

ター」

）

第１章 イ

ている点で，貴重な書物である

を通じて入手し，陸上競技のル

（ ）（ ―

ギリス陸上競技史（岡尾）

。（訳者は，この書のコピーを

ール発展史に関する論文の資料と

），英国王（ ― 在位）。

年代初頭に「英国文化セン

して活用してきた。）

世の子。とくに王

自身が

ャンク

仏に逃

和」を

史（新

）

社］

）

陣頭指揮をして「ブルゴーニュ

ール〕に大勝，フランス太子シ

避せしめ，北フランス，ノルマ

妥結，シャルル 世の娘と婚し

版）』 ，山川出版社］

，イングランド 州

の墓に参詣する

（？―？

ー派と気脈を通じつつ大陸に進撃

ャルル（のちのシャルル 世）を

ンディーを占領， 年ブルゴーニ

てフランス王位相続権を手に入れ

の都市で英国国教総本山の所在

ことが盛んであった。［市川三喜

） の友人でそ

， 年アザンクール〔アジ

アルマニヤック派とともに南

ュー派と交渉して「トロアの

た」。［大野真弓編『イギリス

地。中世時代には聖堂にある

『新英和辞典』 ，研究

の伝記

（

『英米

）

ランド

承し，

フラン

収めた

（ ），

同時に

，初版 ）の著者。（尚，この

文学辞典』 ，研究社］

（ ― ）

王。父アンジュ伯ジョフロア（

またエレアナ（エレオノール）

ス王ルイ 世と戦って（ ―

。またウェールズを征服し（

広大な領土を支配した。財政を

陪審判度を採用した。このよう

伝記は 世紀ロンドンの重要な研

，英国王（ ― 在位）アンジ

） （

と結婚してポァトゥー，ギェンヌ

）ブルターニューを獲得し（

， ）スコットランドに勢力を伸

整え，また巡回裁判制を拡大して

に中央集権を強化して領土の分裂

究資料である。）［斉藤 勇編

ュ（ ）家最初のイング

）からアンジュー伯領継

，ガスコーニュ等を得，また

）フランスの西半分を手中に

ばし，アイルランドを攻略し

王の司法権を全て国に及ぼし，

を防ぎ，また王直属の軍隊を

創設し

（ ），

）

融・商

）『

』

人の会

告する

た。教会の裁判権を制限して，

教会の独立は宗教改革まで依然

の旧市部市長（

業の中心地区。［前出『新英和辞

』（ ），

が正式の表題。 ― 年に月

員

ことにし，４人が種々な人物に

これに反対したカンタベリー大

として維持された。［『岩波西洋人

）及び市会の支配する約１マイ

典』 ，研究社］

の小説。『

刊分冊で出版。

とと

会い，さまざまな事件が派生す

司教ベケットを殺害させたが

名辞典』 ，岩波書店］

ル平方の地域で，英国の金

の会長 は３

もに旅行中の事件や観察を報

るのをつづったもの。［前出

『英米

）

たって

ようや

の機知

る生彩

研究社

）『

）「騎

文学辞典』 ，研究社］

（ ― ），イギ

月刊分冊で発刊され非常な人気

く実を結んだ感があった。（中略

と に富んだ言行はつね

は主として の巧妙な戯

］

』，作者及び著

上試合には，トーナメント（

リスの小説家。出世作

を呼び，一躍国民的な作家として

）彼の描いたかずかずの人物は

に読者の心を捉えずにはおかない

画的技巧からきている。［前出『

作時期ともに不明。

）とジアウスト（

は ― 年にわ

認められ，彼の従来の苦闘も

不思議な 溂さを持ち，彼ら

。もちろん，これらの 溂た

英米文学辞典』 ― ，

）とがあって，トーナメント

は，云

て戦う

相手の

まで闘

した板

少なく

）『

はば小規模の騎兵戦のごとく，

方法であり，ジアウストは，二

甲又は胸板目がけて突きあうの

った。試合者は，完全に武装し

金をつけた。 落，熱気や塵挨

なかった。」［今村嘉雄『西洋体

』（

多数の騎士の集団が双方に一定の

人の騎士が双方に相対し，長槍と

であって，落馬した場合には，地

，剣は，通常刃引きをし，槍の穂

による窒息，長槍の折片による刺

育史』 ，日本体育社］

）作者及び著

距離に対峙し，長槍と剣を以

剣をもって全速力で接近し，

上で剣をもって相手が屈する

先は平面又は，僅かに歯形を

傷等のために死傷するものが

作時期不明。

（ ）



）『

）

当時の弓

立命館経済

』作者，著作時

（ ― ），英国王（

術のことについては，「十四世紀

学（第 巻・第５号）

期不明。

― 在位）エドワード 世の子

になると，長弓が次第に所定の

で百年戦争を起した。なお，

武器となり，教会の中庭の

うしろに

の布告を

ール，ホ

もっと効

法や布告

の考えた

トレヴ

）

ンリー

ある射 での練習が，農村生活の

もってこれを奨励し，人々を射

ッケー，兎狩り，闘鶏その他やく

率の低いテューダー時代の手持銃

にもかかわらず――村人が「フッ

ように「木球戯，飲酒，女遊び」

ェリアン，大野真弓監訳『イギ

（ ― ），英国王（

世の次子。亡兄アーサーの妻カサ

主なスポーツ，昂奮のたねとな

からわきみちに引きはなすよう

ざなゲームを禁固刑をもって禁

に次第にとって代られるように

トボールその他のやくざなゲー

のために，弓術に身をいれなか

リス史 』 ― ，みすず書

― 在位）兼アイルランド

リン（アラゴンの）と結婚（

った。エドワード 世は王

なハンドボール，フットボ

止した。」（中略）「長弓が

なったのは，――議会制定

ム」，あるいはラティマー

ったように思われる。」［

房］

王（ ― 在位）へ

）。神聖同盟に加わって

フランス

ジェーム

任じ（

ては，終

を図るに

罷免し，

両者の間

首長令を

が王の首

に対抗し，自ら軍を率いてフラン

ズ 世（ ― 。

），教皇レオ 世から〈信仰保護

生フランス王フランソア 世とス

努めた。カサリンとの離婚を企て

（ ）モーアを大法官に叙した

にのちのエリザベス 世が生れた

発して（ ）英国教会の首長とな

長権を否認したので彼を処刑し

スを破った（ ）。またイギリ

在位 ― ）を敗死させた

者 という称号を

ペイン王カルロス 世（カルル

，ウルジが教皇からその認可を

（ ）。やがて王はひそかにアン

。カサリンとの離婚問題につい

り，イギリスにおける教会と聖

（ ），国内の修道院を圧迫し，

スでは，スコットランド王

（同）。ウルジを大法官に

授けられた。外交に関し

世）を操って勢力の均衡

得るに失敗したので，彼を

・ブーリンと婚し（ ），

て教皇と長い間争い，遂に

職者とを督したが，モーア

またカトリック教会の特権

および財

（ ），シ

結婚（同

トランド

でフラン

の諸王と

制をとり

を得た。

産を縮減した。アン・ブーリン

ーモアの歿（ ）後，アン（クレ

），姦通の廉でこれも斬に処し（

を併せようとして果さず，またフ

スを討ったが（ ），カルロスの

結ぶに努めた。しかしプロテスタ

，議会の勢力を発揮させ，また海

［前出『岩波西洋人名辞典』

を姦通罪の廉で斬首し（ ），ジ

ーヴの）と結婚（ ），同年離

），最後にカサリン・パーと結

ランスのスコットランド干渉を

単独講和により危機に陥り，治

ントに対しては終世嫌悪の情を

軍力を増大した。晩年は残虐に

，岩波書店］

エーン・シーモアと結婚

婚，カサリン・ハワードと

婚した（ ）。王はスコッ

妨げるためカルロスと結ん

世最後の２年は，ルタ一派

もった。治世中は中央集権

陥ったが，概ね大きな民望

）

は前代に

するラン

た。」［大

） へンリ

）

）

）

記となり

（ ― ），英国王（

抑圧されていた貴族が再び勢力を

カスタ伯のトマス，のちヒューデ

野真弓編『イギリス史（新版）』

ー 世のこと ）脚注参照。

，詳細不明。

，上記フォ

（ 頃― ），イ

（ ― ），ナイトを授けられ

― 在位）エドワード 世の

快復し，はじめへンリー 世の

スペンサー兄弟が，こもごも王

，山川出版社］

レストの作らしいが，著作時期

ギリスの外交家，人文学者。ウ

（ ）ヘンリー 世の離婚に

子。「かれは生来暗愚，内

第２子エドマンドを始祖と

の寵臣として権を専らにし

および内容不明。

ルジに認められて枢密院書

同意を得るため，カルル

世の許に

岩波書店

） 本文で

）『

）〔希〕

ンの人。

大使として派遣された（ ，

）」（ ）は政治家の

］

は『

，〔英・仏〕 （ 頃

スミルナ，コリント・アレクサン

）。イソクラテスの訳など著書

道徳教育を扱ったもの。［前出

』となっている。

』

― ），ギリシャの医学者，解

ドリアで医学を修め，ローマに

が多く「為政者論（

『岩波西洋人名辞典』 ，

剖学者，哲学者，ペルガモ

赴いたが（ ）盛名の故

（ ）



に反対

住した

に生体

第１章 イ

を招き，ローマを去ったが（

（ ）。（中略）医学の科学的基

解剖による観察に従い人体の構

ギリス陸上競技史（岡尾）

）やがてマルクス・アウレリウ

礎を築き，精確科学の一とする

造について断定を下した。（中略

ス帝に迎えられてローマに定

に努め，種々の動物の屍体並

）彼の解剖学はそののち中世

に到る

）

）

人公。

支えて

った。

）

アジア

）

まで標準となった。（後略）」［前

，〔希神〕ペレウスとテティ

幼児の時テティスは彼を冥府の

いた踵だけは水がつかなかった

［前出『岩波西洋人名辞典』

（ ― ）

，エジプトからインド洋に到る

（前 頃― ），テバ

出『岩波西洋人名辞典』 ，

スの子ネオプレストモスの父，

川ステュックス（ ）の水に

。のちケンクウロイのケイロンを

，岩波書店］

，アレキサンダー大王（

ペルシア帝国の征服者。［前出『

イの将軍，政治家，独特の斜陣

岩波書店］

ホメロスの「イリアス」の主

浸して不死身にしたが，彼を

師とし文武にたけた武将とな

の王）。ギリシアおよび小

新英和辞典』 ，研究社］

法戦術を案出，ペロピダスと

共にテ

（前

レウク

（ ）

た。ア

を離反

イアで

いた。

）

バイの覇権を打ち建てた。貧し

），スパルタがボイオティア支配

トラに戦ってこれを大いに破り

，アルカディア，メッセニアを解

テナイの海上勢力に対抗するた

させた。その結果アルカディア

敵を破ったが，彼も重傷を負っ

［前出『岩波西洋人名辞典』

（ ― ），イ

い貴族の出。（中略）テバイ代表

の放棄を要求したので決裂。ス

，名声を挙げてテバイの覇権を

放。ペロポネソス遠征を行った

めに海軍を建設し，ビザンティン

戦争が起り（ ），再びペロポネ

て死んだ。兵法家として有名だが

，岩波書店］

ギリスの人文学者。母校ケンブ

としてスパルタと会談したが

パルタのクレオンプロトスと

確立。ペロポネソスに侵入

が（ ， ）成功しなかっ

まで航行してアテナイ同盟市

ソスに大軍を卒いマンティネ

，人格高潔，雄弁でも優れて

リッヂ大学ギリシア語講師

（

ギリス

を重ん

もに平

）『

）

年

）

）の後，エリザベス 世の家庭教

における人文主義教育思想の代

ずべきことを対話体の英語で書

明な散文英語の発達史上注目す

』

伯

国家に買い上げられ，現在

（ ―

師，エドワード 世，メアリ女

表的人物で，その著『弓術論（

き，死後発表された。『教師論（

べきもの。［前出『岩波西洋人名

と との

にある。［前出『英米

），イギリスの詩人・劇作家。

王のラテン語秘書となる。イ

）（ ）』は体育

）（ ）』とと

辞典』 ，岩波書店］

２代にわたり収集された原稿

文学辞典』 ，研究社］

のいわゆる

いる）

人は第

年

たと想

代・理

確証は

伯

ことは

は 年

の

３子で長男であった。父は農業

には になったが，まもな

像される。 年８歳年長の

由ともに不明であるが（

ない），おそらく 年前後に故

抱え一座に加わって上京したとい

想像に難くない。観客の馬番を

４月（受洗は 日であるが，

に生まれた。父は

および商業に従い，一時は相当の

く没落，詩人も正規な教育は小

と結婚，１男２

の鹿園から鹿を盗ん

郷を捨ててロンドンに出た。た

う説はにわかに信じ難いが，上

勤めたという伝説の信頼性には問

日が となって

，母は ，詩

産をなし，町の有力者であり，

学校以上のものは受けなかっ

女をもうけたが，その後，年

だため，という伝説があるが

またま郷里に巡業した

京後いずれかの劇団に投じた

題があるとしても，それに類

する下

のであ

（何で

ものか

たらし

亡霊や

積みの生活から出発して，やが

ろう。そうして 年には

も屋）と悪口まじりの羨望を与ら

，作家としての彼に与えられた

く， の

の に扮し

（ 年に と

て舞台に登場するようになり，劇

から と嫉

れるほどになった。しかしこの

ものかは不明である。

や に登場

たという伝説もあり， 年に参

なる）の の一

作に手を染めることになった

妬され，

言葉は俳優としての彼をさす

はまず俳優として名をあげ

した記録があり， の

加した新編成の

人に数えられていた。劇作を

（ ）



始めた時

した劇作

立命館経済

期はわからないが，おそらく既存

家として立つようになったの

の作品と公認されるもの）の

学（第 巻・第５号）

作品の加筆補正という修行時代

であろう。以後 余年間に

戯曲と７編の詩を書いた。一方

をへて， 年頃には独立

編（合作を含めて，今日

には劇団の大幹部として，

あるいは

に広大な

歳に達

め，極端

を

はきわめ

れた詩人

あったら

研究社］

両劇場の株主

宅地を購入， 年には農牧場を

する前に筆を折って故郷に帰り，

な者は彼の実在をさえ疑い，

はじめ，多くのいわゆる

て薄弱である。 から

の実在を信じて差しつかえないだ

しいことは，伝記によってほぼ知

として産をなし， 年には郷

所有するなど，少なくとも経済

年４月 日に病歿した。し

は の仮名に

が今日も存在してい

と呼ばれ，

ろう。偉大な芸術家であると同

られることである。（後略）［前

里 の

的には恵まれた生活を送り，

かし伝記的資料の乏しいた

すぎないとする

るが，もとよりその根拠

と親しま

時に世故にもたけた人物で

出『英米文学辞典』 ，

）『

年，

一

一党

は作

戦場で演

司教，

は

らと

』，

第２部は 年， 版。第

家の謀反を扱ったものであるが，

らが

者が創造した最も有名な人物の

ずるこっけいな武者ぶり（ ）

の謀

依然として喜劇の主人公をつ

問答する一条（ ）は，

の史劇。初演は

１部は

劇の興味は皇太子 （

舞台せましと活躍する脇筋の方に

一人で，追い剥ぎを敢行する条

は永久に観客の哄笑を呼ぶであ

反， の病死，

とめ，ことに募兵のため地方に

の臨終の場（ ）とと

年以前。出版は第１部が

らの諸貴族と結んだ

）を中心とした市井無類の

ある。ことに肥大漢

（ ）や， の

ろう。第２部は 大

の即位などを扱ったもの。

出張して判事

もに作中の傑作であろう。

彼ら一味

出『英米

）

老騎士。

，

す親友と

は

）

は皇太子の即位とともに重用を期

文学辞典』 ，研究社］

の『

いわゆる 型の性

機知，口をついて出るこの愉快

して活動する場面は

の有名な評論がある

の史劇 第

待したが，かえってその放埒を

格。酒びたりの無頼漢，ウソつ

な人物が，皇太子 （即位して

史劇中の圧巻である。この驚く

。［前出「英米文学辞典」 ，

１部および第２部に出る人物，

戒められ投獄される。［前

』などに出る大兵肥満の

きの臆病者，それでいて

）と肝胆相照ら

べき複雑な性格に関して

研究社］

の仲間。［前出『英

米文学辞

）『

複雑な問

において

出版され

作品も元

典』 ，研究社］

題を含んだ戯曲。全３部が

であるが，第２部・第３部の原作

ている。従来はこれをもってのち

来は同一作品であったと見なさ

』， 作と考えられる

の作品としてまとめられ

はそれぞれ

（ ）

（ ）なる題名で

の 版第１部・第２部の粉

の名が挙げられていたが，最近

れるようになった。ただし

史劇。作者の推定にも最も

たのは （ ）

，作者の名を付けないで

本と考え，その作者として

ではこの２編も 版の

の単独作かどうか

は疑わし

にわたり

ない，国

優柔不断

学辞典』

）

道士とな

い。３部を貫ぬく筋は

，国外では の出現以

内では 家の確

な と男勝りの

，研究社］

（？ ― ），

る。ドイツの からの翻

の葬儀（ ）から の

来フランスにおける 軍

執からいわゆるバラ戦争の大内乱

の苦慮とを描

生まれの詩人，翻訳家。

訳 （ ）は

横死（ ）まで約 年

は連戦連敗して領地を失

に及び，この間に処して

いている。［前出『英米文

のちにフランシスコ会修

，当時の政治と宗教の腐敗

（ ）



に対す

『英米

）『

第１章 イ

る風刺詩として，広く愛読さ

文学辞典』 ，研究社］

』，

ギリス陸上競技史（岡尾）

れたほかに，『牧歌（

のイギリス最初の牧歌， 年

）』（ ）がある。［前出

頃の作で，ほとんど韻をふん

だ

諷刺を

学辞典

）

）『

） この

で書かれている。 の

ふくむ。 および

』 ，研究社］

，詳細不明。

』，著作時期不

詩文については，原文をここに

前駆をなし，宮廷生活の悪徳と

（ ― ）の牧歌を

明。

掲載する。

田園の幸福とを描き，教訓と

模したもの。［前出『英米文

）

）

，詳細不明。

，詳細不明。

）

）『

）

含まれ

文学辞

）『

）

）

ること

，詳細不明。

』，著

（ ― ），イ

る。

典』 ］

』，著作時期

，詳細不明。

，「バウドラ流（書物の

）」。尚 （

作時不明。

ギリスの地理学者・年代記学者

（

不明。

中の不隠と思われる箇所を

― ）はスコットランド人の

。 の に

）などをかいた。［前出『英米

式にむやみに削除訂正す

医師 の原作か

ら道徳

した人

）『

）

ら演劇

重ね

たが，

上いかがわしいところを遠慮な

。［前出『新英和辞典』 ，

』， ）脚注参

（ 頃― 頃）イ

をはじめ当代の悪風を痛烈に攻

はこれに対する反論と

今日では好古の当代風俗資料に

く削除して

研究社］

照。

ギリスのパンフレット筆者・清

撃した『

して『

すぎない。ほかに『

（ ）を出版

教徒。過激な清教徒的立場か

』（ ）はたちまち数版を

（不条理）』（ ）を書い

』

（ ）



（ ）が

）

テン派詩

立命館経済

有名。［前出『英文米文学辞典』

，（羅 ）本名

人，劇作家，プロテスタントの

学（第 巻・第５号）

，研究社］

（ ）（

牧師。教皇政治の腐敗を謗り，

― ），ドイツの新ラ

ルターを支持する戯曲

『

名辞典』

）

（ ）の

）

教徒で国

ックの首

― ）

）

』（ ）や諷刺詩『

，岩波書店］

（ ― ），イギリ

ほか翻訳がある。［前出『英米文

（ ― ），イ

教会を批難して免職された（

長を置こうとするジェームズ 世

といわれる。［前出『岩波西洋人

（ 頃― ），イギ

』（ ）などをか

スの詩人。牧歌々集『

学辞典』 ，研究社］

ギリスの神学者。ケンブリッヂ大

）。なお，マグダレン・カレッ

の意図を支持した同名のソルズ

名辞典』 ，岩波書店］

リスの宗教改革者・宮廷付司祭

いた。［前出『岩波西洋人

』

学教授（ ），熱烈な清

ヂのフェローの上にカトリ

ベリの監督は彼の孫（

。カンタベリーの司教座聖

参事会員

会に対す

論的聖餐

ラティマ

）

イングラ

）『

）

紋章学の

（ ），ロチェスターの司教（

る疑惑の念を高め，クランマーを

論を否定したという廉で捕えられ

ーと共に焚殺された。［前出『岩

と のこと。スチュア

ンド（ ― ）に君臨した王

』（ ）

（ 頃―

研究家，数学者であった。美術

），ロンドンの司教となる

助けて改革的説教を唱え，メア

ロンドン塔に投ぜられた（

波西洋人名辞典』 ，岩波書

ート朝については，スコットラ

家の名称。

頃），イギリスの著述家。絵

に関する実際論『 』（

（ ）。この間，ローマ教

リー 世の即位と共に化体

）。のちオクスフォードで

店］

ンド（ ― ）のちに

画・音楽をよくし，また

）を書き，のちこれを

『

が彼の主

）

（ ―

ド王へン

は（

し（

自ら論文

』と改題して

著。［前出『英米文学辞典』

（ ― ），イングランド王

）。スコットランド女王メアリ

リ 世の玄孫。エディンバラに生

），貴族を王権に服従させること

），グレート・ブリテンが初めて

を書いて王権神授説をかざして議

版を重ねた。修身書『

，研究社］

（ ）。スコットランド王

・スチュアートとその第二の夫

れ，母の退位により生後約１年

に成功。エリザベス 世の死後

同君連合の下に置かれた。イン

会と衝突し，ハンプトン・コー

』（ ）

としてはジェームズ 世

ダーンリの子，イングラン

で即位。親政を始めてから

イングランド王位をも継承

グランドの国情にうとく，

トの会議で国教主義を強調

して新旧

会は事毎

子（のち

ガム公等

法上の紛

）『

）

両教徒の信を失い，清教徒を失望

に王の政策を批判し，王は議会の

のチャールズ 世）のスペイン王

の美男子を愛し，衒学的で「最も

議の種を残した。〔主著〕

』

（ ― ），イギリ

』（ ），『

』（ ）

させ（ ），旧教徒の火薬陰謀事

承認を得ないで課税しようとし

女との縁談は最も評判が悪かっ

賢明な愚人」と評され，チャー

。

スの歴史家，劇作家。『

』（ ）などの戯曲のほか，

がある。［前出『英米文学辞典』

件をひき起した（ ）。議

た。王の外交政策，特に王

た。容貌醜く，初代バキン

ルズ 世の時代に重大な憲

『

，研究社］

）

（

） 訳者注

）『

）『

）［前出『英米文学辞典

を 〔跳躍する人〕に

』，

（ ― ），英国の廷臣

』 ，研究社］

かけたものだと考えられる。

』，作者不明。

（ ）

』 ， 社］

，政治家，軍事指導者，

，

［『

（ ）



）「イ

は「鉄

の名前

第１章 イ

ングランドの戦争と政治に新しい

騎隊」（アイアンサイズ）という

は彼らの指導者白身に対して最

ギリス陸上競技史（岡尾）

時代を開くことになったこれら

あだ名で世間に最もよく知られ

初はつけられたものであったが，

のイースト・アングリア連隊

るようになった。もっともこ

彼らこそはニュー・モデル軍

とのち

２』

）

ズ 世

「この

と決議

）『

の仮名

義・原

の全クロムウェル軍の起源であ

，みすず書房］

， 年２月，スコッ

の子）と平和交渉を開始。チャ

王国の古来の伝統なる基本的法律

し，王制復古となった。［大野真

』，「

で出版。元来は医学の書である

因・徴候・性質・治療法などに

った。」［ トレヴェリレアン

トランド軍司令官モンクは，亡

ールズは，ブレダの宣言を発し

によって，政府は国王と上下両

弓編『イギリス史（新版）』

憂鬱の解剖」 の著

が，憂鬱は万人生得の病気である

および，次に恋と宗教との憂鬱

，大野真弓監訳『イギリス史

命中のチャールズ（チャール

，議会もこの条件をいれて，

院より成るべきものである」

，山川出版］

， 年

ことから説きおこし，その定

を説く。筆はさらに延びて政

治・社

がかね

学の宝

）

があり

出『英

）『

）『

会の改良，心身の健康を論じ，

そなわり，著者の宗教上の寛容

庫の観がある。［前出『英米文学

（ ― ），イギ

』（ ）は元来医

，イギリス散文の一傑作。この

米文学辞典』 ，研究社］

』

』

人世百般の事象にわたる。その所

心も著しい。古今の典籍からの博

辞典』 ，研究社］

リスの牧師。 や

書であるが，奇書・珍本からの

作中で著者は，自らを

論には と と

引傍証によって，あたかも雑

が愛読した『

引用にとみ，雑学の宝庫の観

と呼んでいる。［前

）

１時間

）

［前出

）

後の

）

年

年度に出た初版では，この記録

分 秒４である。

，五月柱（広場に立てる花

『新英和辞典』 ．研究社］

（ ― ），英国なら

「王政復古」で王となった。［前出

（ ― ），イギ

に発行されている。 年１月

は１時間 分 秒となっている。

やリボンで飾った高い柱。

びにアイルランドの王（ ―

『新英和辞典』 ，研究社］

リスの有名な日記作家『 』

１日から 年５月 日迄の日記

年現在の世界最高記録は

にその周囲を舞踏する）

在位），クロムウエル革命

は， の編集で

が掲載され，わが国でも抜萃

の翻訳

）

カトリ

ス公を

，

）

員で

監

）『

書がいくつか出版されている。

（ ― ）

ック教徒たる王弟ジェームスが

王位相続者とするため 年王

山川出版］

― ， ― ， ― 年下院

― ，グラスゴー大学総長

』５巻（ ―

［前出『英米文学辞典』 ，研

，チャールズ 世の庶子。「チャ

憲法上王位相続人であったが，ウ

位継承排斥法案を提出した」。［

（ ― ），イギリスの

議員。メルボーン内閣の陸相

，などをつとめた。［前出『英米

）は，ホイッグ党偏向のきら

究社］

ールズ 世には嫡子がなく，

イッグ党は新教徒たるモンマ

前出『イギリス史（新版）』

歴史家・政治家。ホイッグ党

― ．ラッセル内閣の主計総

文学辞典』 ，研究社］

いはあるが，大いに名声を博

した歴

） 六尺

） ここ

） ここ

）『

『

史書である。［前出『英米文学辞

棒のことで，昔英国農民が用い

）の木棒で両端に鉄の金具

では，前出 ）のピープスのこ

では ）のモンマス公のことだ

』は

典』 ．研究社］

た武器， 世紀までは剣技にも

が付いている。［前出『英和辞典

と。

と思われる。

（ ― ），〔イギリスの

用いた。６ ８フィート（

』 ，研究社］

年代記作家・書誌学者〕の

』（ ）のことを指

（ ）



している

）「

ここでは

立命館経済

と思われる。［前出『英米文学辞

」， は重量の単位で，イギリ

約 もの重さを挙げたこと

学（第 巻・第５号）

典』 ，研究社］

スでは ポンド（ ）

になり，この話が，きわめて誇

のことである。したがって，

張されたものであるかがわ

かる。

）『

者らが寄

） と

方に残存

）

）

［前出『新

）

』， 年

稿して，各人の意見や考証などを

は一般に「英国教会で行われて

している〕のことをいう」。［前出

）参照。

， 年の

英和辞典』 ，研究社］

（ ？― ），イギリス

が創刊した週刊誌。今は月

発表している。［前出『英米文学

いる『献堂記念祝祭』の前夜に

『新英和辞典』 ，研究社

内乱と「共和政治の時代」を指す

の年代記筆者，好古者。エリザ

刊。作家，美術家，科学

辞典』 ，研究社］

行なう通夜〔この習慣は地

］

。大反乱の時代のこと。

ベス朝時代の最も正確なま

た事務的

（ ）等

）『

俗を知る

）

〕時

訂・増補

）

ェームズ

な史家と評せられた。

を編集した。［前出『英米文学辞

』（ ， ），

のに真重な資料である。［前出『

（ ― ），イギリス

代関係の莫大な記録を集め，多

版を 年に出した。［前出『英

世および 女王に用いられ

大主教の保護を受け，『

典』 ，研究社］

のあらわしたロンドン風物

英米文学辞典』 ，研究社］

の宗教史家，伝記作家。主として

数の著作を出した。 の『

米文学辞典』 ，研究社］

（ ― ），スコットランド

た。彼の収集したスコットラン

』

誌。当時のロンドンの風

チューダー王朝〔 ―

』の改

の政治家，諷刺詩人。ジ

ド詩集に自作の詩を加えた

ものは

）『

する形式

であるが

名である

米文学辞

）

年に公刊された。［前出『英米

』， 年３月１日

をとっている。内容は

，性格描写としての

。 年 日６日 号で廃刊。

典』 ，研究社］

（ ― ），イギ

文学辞典』 ，研究社］

および 創刊の刊

など仮想人物を

の継承で風習，主として文学

や寓話物語『

年， が復興したが

リスのエッセイスト，詩人，政

紙。

会員とするクラブが発行

に関係する上記二人の随筆

』などがとくに有

号で廃刊した。［前出『英

治家。前述の

の著

）

訳聖書（

ある。［前

）

）

）『

）

者の―人である。［前出『英米文学

（ ― ），英国王（ ―

）』が完成し

出『英米文学辞典』 ，研究

）参照。

（ ），イギリス

』（２巻，

らの称賛を博した。［前出

（ ― ），イギリ

辞典』 ，研究社］

在位）。スチュアート家初代

た。スコットランドのジェーム

社］

の文人・書籍商。［前出『英米文

）は の著書で，

『英米文学辞典』 ，研究社］

スの諷刺作家。通称「

の王でその治世中に『英

ズ 世（ ― ）でも

学辞典』 ］

に献げられ，

」乱行で有名。『

）『

して，

）

いる。［前

）『

』という『ざれ歌』

』（ 年 月作），サ

年 の続

の運命を中心にした物語。［前

（ ―

出『英米文学辞典』 ，研

』， 年にコリンズに

で知られた。［前出『英米文学辞

ッカレーが 年アメリカに講演

編として発表した作品。双児

出『英米文学辞典』 ，研究

），イギリスの有名な小鋭

究社］

よって書かれた小説。

典』 ，研究社］

旅行しその見聞を材料に

の兄 と弟

社］

家。数々の作品を発表して

（ ）



）

『

，

第１章 イ

（ ―

』に寄稿を始め，

研究社］

ギリス陸上競技史（岡尾）

），イギリスの小説家。

年以後同誌の編集に参加した

年 に会い翌年から

。［前出『英米文学辞典』

）『

，

）

典』

）「

［前出

）『

カレー

なって

』，スコット

研究社］

（ ― ），ス

，研究社］

」長さの単位で地方によって

『英和辞典』 ，研究社］

』，これは『

の滑稽小説（ 年作）。

， と結婚する話。［前出

が 年に発表した長篇詩であ

コットランドの詩人，小説家，

異るが， から８フィート（

作の『 』の後日談で，結

『英米文学辞典』 ，研究社

る。［前出『英米文学辞典』

弁護士。［前出『英米文学辞

）に相当する。

』というサッ

局 はキリスト教徒に

］

） リチ

）『

て，種

『英米

）

）『

）

アンの

ング上

ャード獅子心王とは，リチャー

』（ 年作）は，

々の事情で故国を出る植民者が

文学辞典』 ，研究社］

（ ― ），イギ

』， ）参照。

が 年に『ペデスト

業績についての物語。バークレ

の論文も備えられてある。』（ア

ド 世（ 年― 年在位）の

キングスリーが，オーストラリ

，同地で送る生活をなまなまし

リスの小説家。［前出『英米文学

リアニズム。別名，前世紀と今

ー大尉の公式・非公式な試合につ

バディーンの か

ことである。

アに滞在中の経験にもとづい

くかいた作品である。［前出

辞典』 ，研究社］

世紀の間の有名なペデストリ

いての詳細な物語とトレーニ

ら出版）という書物のこと。

この一

） 同上

） この

る。」

） 馬が

）

えたも

） これ

文はこの中からの引用と思われ

）参照。

部分は初版にはない「これは故

との著者注がある。

転倒したときのことを面白く表

とは本来野外障害物競馬のこ

のと思われる。

は聖書ルカ伝 章 節の文章で

る。

トルマッシュ卿が生きておられ

現しているのであろうと思われる

とであるから，この場合走る選

「義理一遍の人」「役目以外には

た 年に書かれたものであ

。

手を「馬」（ ）になぞら

何一つ進んでしない人」の意

である

われる

） 初版

） この

うに記

「

が，ここでは，著書は古い競技

。［前出『新英和辞典』 ，

本（ 年版）では になっ

バドミントン・ライブラリー

載されている。

（

者たちが，様々な種目を熟してい

研究杜］

ている。

の編者（ ）

には，ビ

）

た事を述べたかったのだと思

のこと。

ュフォート公のことが次のよ

また

の成人

祝賀行

，当時の彼の財産や生活につい

式には，バドミントンの館に

事が一週間も続いたと記録され

〔

ては，「たとえば， 年バウフ

人の借地農が集り，雄牛一匹が

ている。」（ ），と述べられて

〕」

ォート公の長男，ウスター侯

ローストにされ，宴会などの

いる他，「貴族は概して超大

（ ）



地主で，

は，普通

教師，女

立命館経済

その所有地は最低で１万エーカ

１エーカーにつき１ポンド〕にも

中，料理人，門番，禦車など数十

学（第 巻・第５号）

ー，（ 約 ）人によっては

及んだ。田舎に構えた邸宅は豪

人，人によっては百人以上の召

５万エーカー〔地代収入

壮そのもので，執事，家庭

使いを雇い，一方ロンドン

に屋敷を

命と民衆

）

） 年

『

）

人の子ど

） この部

（ ）

構えて，……」（ ）と示され

』生活の世界歴史 ，河出書房新

のこと。

創設の名門のクリケットのク

』

，「紙まき鬼ごっこ」

もを他の大勢が猟犬になって追い

分には初版にはない「 年と

の寄宿舎の多くで，ハードル競走

るような生活を過していたよう

社， ］

ラブ

］

はうさぎになって紙片〔 〕

かける遊戯，［前出『英和辞典』

年にわれわれはイートン

をおこなった。それは私がその

である。［角山栄『産業革

のこと［

をまき散らながら逃げる二

，研究社］

校の教師（ ）や舎監

頃そこでそうしたレースに

出て勝っ

つものコ

） 現在の

）

） ここで

） 初版本

） ラテン

ものは偉

郎編『ギ

た事実から，そのことを知ってい

ースであった。」との編者

・ ・ ・ ルールでは，

のこと，６）参照。

は と記されてい

では でなく （賞金

語で

大なるものと考えられる」とい

リシャ・ラテン引用語辞典』

るのである。 台のハードルを

公の注釈がある。

はこの高さで行っている。

る。

）となっている。

う ．からの

， ，岩波書店］

跳び越える ヤードがい

の意で「すべて未知の

一文。［田中秀央・落合太

） 訳者注

コピーし

また

いる。こ

は３月５

。下記のプログラムは

たものであるが，日付は

著の『

れらのことから，この日付につい

日としておいた。

卿著の３月３日と異って３月

』（ ） の同大会

ては 卿が誤って３月

．の より

５日土曜日となっている。

報告も３月５日となって

３日としているので訳文で
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